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第 1章：はじめる前に

はじめる前に

インストール手順

必要システム構成
お使いの Adobe®ソフトウェアの必要システム構成および推奨事項について詳しくは、ソフトウェアに含まれているお読
みくださいファイルを参照してください。

Adobeヘルプの使用

Adobeヘルプのリソース
Adobeソフトウェア関連のドキュメントは様々な形式で用意されています。

製品内ヘルプと LiveDocsヘルプ
製品内ヘルプからは、ソフトウェアの出荷時に用意されていたすべてのドキュメントと学習用コンテンツにアクセスでき
ます。このヘルプは Adobeソフトウェアのヘルプメニューから開くことができます。

LiveDocsヘルプには、製品内ヘルプのすべてのコンテンツに加え、アップデートおよび Web上にある追加の学習用コン
テンツへのリンクが含まれています。一部の製品では、LiveDocsヘルプのトピックにコメントを追加することもできま
す。各製品の LiveDocsヘルプは、http://www.adobe.com/go/documentation_jpのアドビヘルプリソースセンターで
ご覧ください。

一部を除いて製品内ヘルプシステムおよび LiveDocsヘルプでは、複数の製品のヘルプを同時に検索できます。各トピッ
クには、Web上の関連するコンテンツや他製品ヘルプ内のトピックへのリンクも含まれることがあります。

製品内のヘルプも Web上のヘルプも、追加コンテンツおよびユーザコミュニティにアクセスするための拠点と考えてく
ださい。最も詳細かつ新しい内容のヘルプは常に Web上にあります。

http://www.adobe.com/go/documentation_jp
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使い方トピック
使い方トピックでは、一般的なタスクの概要を説明します。さらに詳しい情報が必要な場合は、使い方トピックの下部に
あるリンクをクリックし、関連するヘルプトピックを表示します。

PDFドキュメント
製品内ヘルプは、印刷用に最適化された Adobe PDF形式のものも存在します。インストールガイドやホワイトペーパー
などのドキュメントも、PDF版が用意されている場合があります。

PDFドキュメントはすべて、www.adobe.com/go/documentation_jpのアドビヘルプリソースセンターに用意されてい
ます。ソフトウェアに含まれる PDFドキュメントを表示するには、インストールディスクのドキュメントフォルダを調
べてください。

印刷ドキュメント
製品内ヘルプの印刷版は、www.adobe.com/go/store_jpのアドビストアでご購入いただける製品もあります。アドビス
トアでは、Adobeパブリッシングパートナーが発行した書籍も販売しています。

Adobe Creative Suite® 3には印刷版ワークフローガイドが付属しており、単体のアドビ製品にも印刷版の使用手引きが添
付されている場合があります。

注意：印刷ドキュメントは、言語によっては使用できない場合があります。

製品でのヘルプの使用
製品内ヘルプはヘルプメニューから開くことができます。Adobe Help Viewerを起動すると、コンピュータにインス
トールされているアドビ製品のヘルプを表示できます。ヘルプのトピックには、Web上にある追加コンテンツへのリンク
が含まれていることがあります。

「Adobeヘルプ」などのような語句を検索する場合は、語句を二重引用符で囲んで入力すると、入力した語句と完全
に一致する語句を含むトピックのみが検索されます（欧米言語バージョンのソフトウェアのみ対応）。

アクセシビリティ機能
Adobeヘルプのコンテンツは、操作や視覚に困難のある方にもご利用いただけます。製品内ヘルプでは、標準のアクセシ
ビリティ機能がサポートされています。

• 標準のコンテキストメニューコマンド（Microsoft® Windows®）および標準のメニューコマンド（Apple Macintosh）
で、テキストサイズを変更できます。

• 本文中のリンクにはわかりやすいように下線がついています。

• リンクテキストがリンク先のタイトルに一致しない場合は、そのタイトルがアンカータグのタイトル属性で参照されま
す。例えば、前へおよび次へリンクには、前のトピックと次のトピックのタイトルが含まれます。

• コンテンツが高コントラストモードをサポートしています。

• キャプションのない画像に代替テキストが含まれます。

• 各フレームに、その目的を示すタイトルがあります。

• 画面読みツールやテキスト読み上げツールに対応するために、コンテンツの構造は標準的な HTMLタグで定義されて
います。

• 書式はスタイルシートで管理しているため、埋め込みフォントはありません。

ヘルプツールバーコントロールのショートカットキー（Windows）
「戻る」ボタン Alt+左矢印キー

「次へ」ボタン Alt+右矢印キー

印刷 Ctrl+P

「Adobe Help Viewerについて」ボタン Ctrl+I

ヘルプメニュー Alt+下向き矢印キーまたは Alt+上向き矢印キーで他のアプリケーションのヘルプを表示

http://www.adobe.com/go/documentation_jp
http://www.adobe.com/go/store_jp
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ヘルプの移動用のショートカットキー（Windows）
• 各フレーム間を移動するには、Ctrl+Tabキー（次へ）および Shift+Ctrl+Tabキー（前へ）を押します。

• フレームのリンク間を移動してリンクを選択するには、Tabキー（次へ）または Shift+Tabキー（前へ）を押します。

• 下線を付けたリンクを有効にするには、Enterキーを押します。

• テキストサイズを変更するには、Ctrlキーを押しながら、プラス記号（+）またはマイナス記号（-）を押します。

ヒントとトレーニング

Acrobatビデオ
Adobe Video Workshopでは、次のような、Adobe Acrobat®関連の多彩なテーマを扱っています。

• ワークスペースとタスクバーの設定

• ファイルの結合による PDFの作成

• PDFの変換

• PDFの修正

• PDFへの注釈の追加

• 共有レビューの使用

• 注釈のレビューと一覧作成

• フォームへのセキュリティの追加

• Acrobat Connect™によるリアルタイムの共同作業

• ファイルのプリフライト

• ドキュメントのプリント

Adobe Creative Suite 3のビデオチュートリアルについては、Adobe Video Workshop

（www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp）を参照してください。

注意：Adobe Video Workshopは、言語によっては使用できない場合があります。

その他
Adobeソフトウェアを最大限に活用できるように、様々なリソースにアクセスできます。それらのリソースの一部は、
セットアップ時にコンピュータにインストールされます。追加のコンテンツがある場合、それらはインストールディスク
またはコンテンツディスクに収録されています。また、オンラインの Adobe Exchangeコミュニティ
（www.adobe.com/go/exchange_jp）でもユニークなリソースが提供されています。

インストールされるリソース
ソフトウェアのインストール時には、多数のリソースがアプリケーションフォルダに保存されます。これらのファイルを
表示するには、コンピュータ上の次のアプリケーションフォルダを開きます。

Adobe Exchange

その他の無料コンテンツについては、www.adobe.com/go/exchange_jpのオンラインコミュニティをご覧ください。こ
こでは、アドビ製品用の多数のアクション、エクステンション、プラグインなどを無料でダウンロードしたり、共有した
りすることができます。

http://www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp
http://www.adobe.com/go/exchange_jp
http://www.adobe.com/go/exchange_jp


ADOBE READER 8
ユーザガイド

4

アドビデザインセンター
アドビデザインセンターでは、業界の専門家、著名なデザイナー、およびアドビのパブリッシングパートナーによる記
事、アイデア、手順説明などを紹介しています。新しいコンテンツは毎月追加されます。

デザイン製品に関する多数のチュートリアルを参照して、ビデオ、HTMLチュートリアル、およびサンプルのブックの
各章からヒントやテクニックを学ぶことができます。

シンクタンク、ダイアログボックス、およびチュートリアルの各項目の中心となっているのは、新しいアイデアです。

• シンクタンクの記事では、現代のデザイナーがテクノロジとどのように関わるか、およびその経験がデザインやデザイ
ンツール、社会に対してどのような意味を持つのかを考察しています。

• ダイアログボックスでは、モーショングラフィックおよびデジタルデザインの専門家たちが新しいアイデアを紹介して
います。

• ギャラリーには、アーティストたちがデザインを表現した動画を紹介しています。

アドビデザインセンターは www.adobe.com/jp/designcenterでご覧いただけます。

http://www.adobe.com/jp/designcenter
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アドビデベロッパーセンター
アドビデベロッパーセンターでは、アドビ製品を使用して多彩なインターネットアプリケーション、Webサイト、モバイ
ルコンテンツなどのプロジェクトを作成している開発者に向けた、サンプル、チュートリアル、記事、およびコミュニ
ティリソースを紹介しています。デベロッパーセンターではさらに、アドビ製品のプラグインを開発する開発者向けのリ
ソースもご用意しています。

サンプルコードやチュートリアルに加え、RSSフィード、オンラインセミナー、SDK、スクリプト作成ガイド、その他の
技術的リソースも参照できます。

アドビデベロッパーセンターは www.adobe.com/go/developer_jpでご覧いただけます。

カスタマーサポート
製品に関するトラブルシューティング情報を参照し、有料または無料のテクニカルサポートオプションについて調べるに
は、www.adobe.com/jp/supportのアドビシステムズ社のサポート Webサイトをご覧ください。Adobe Pressの書籍
や、様々なトレーニングリソース、アドビソフトウェアの認定制度などの情報にアクセスするには、トレーニングのリン
クを使用してください。

ダウンロード
無料のアップデート、体験版、その他の便利なソフトウェアは、www.adobe.com/go/downloads_jpでダウンロードで
きます。さらにアドビストア（www.adobe.com/go/store_jp）では、タスクの自動化、ワークフローのカスタマイズ、
専門的な特殊効果の作成などに役立つ、サードパーティの開発者による多数のプラグインにアクセスできます。

Adobe Labs

Adobe Labsでは、アドビの新しい技術、テクノロジ、および製品を体験し評価することができます。

Adobe Labsでは次のようなリソースにアクセスできます。

• リリース前のソフトウェアおよびテクノロジ

• 学習に役立つコードサンプルとベストプラクティス

• 製品および技術に関するドキュメントの旧バージョン

• 同様の目的を持つ開発者との交流に役立つ、フォーラムや wikiベースのコンテンツその他の共同リソース

Adobe Labsは共同のソフトウェア開発プロセスを促進させます。この環境を利用することで、お客様は新しい製品やテ
クノロジに関する生産性を向上させることができます。Adobe Labsは、アドビの開発チームが早期のフィードバックに
対応することでソフトウェアを社会のニーズや期待に沿うように設計できるフォーラムでもあります。

http://www.adobe.com/go/developer_jp
http://www.adobe.com/jp/support
http://www.adobe.com/go/downloads_jp
http://www.adobe.com/go/store_jp
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Adobe Labsは www.adobe.com/go/labs_jpでご覧いただけます。

ユーザコミュニティ
ユーザコミュニティでは、テクノロジ、ツールおよび情報を共有するためのフォーラム、ブログなどを提供しています。
質問をしたり、他のユーザによるソフトウェアの活用方法を見つけたりすることができます。ユーザ間のフォーラムは、
英語、フランス語、ドイツ語、日本語で利用できます。ブログは様々な言語で掲載されています。

フォーラムやブログに参加するには、www.adobe.com/jp/communitiesをご覧ください。

新機能
Adobe® Reader® 8では、新しいビジュアルデザインが採用され、検索、レビューと注釈、フォーム、電子署名などの機
能が新しくさらに拡張されました。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある新機能を参照してください。

http://www.adobe.com/go/labs_jp
http://www.adobe.com/jp/communities
http://www.adobe.com/go/rdr8_whats_new_jp
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第 2章：ワークスペース

Readerには、数多くの機能があり、一見しただけではわかりません。この節では、隠れたツール、環境設定、オプション
を使用して操作の幅を広げ、作業エリアの配置や表示の制御をする方法について説明します。

クイックスタート

オンラインでの PDFの作成
多くのタイプのソースファイルを PDFに変換できるWebベースのサービスである Create Adobe PDF Onlineを使用し
て、Readerから PDFを直接作成できます。このサービスは現在北米でのみ実施されています。

1 ファイル／ Create Adobe PDF Onlineを選択します。

2 Adobe IDとパスワードを使用してログインするか、アカウントをサインアップします。

3 Create Adobe PDF Onlineページで「Convert A File」をクリックします。ファイルを確認し、選択します。

4 必要なオプションを設定し、「PDFの作成」をクリックします。

ツールバーの移動
タスクツールバーなど、一部のツールバーはツールバー領域に表示されます。注釈ツールバーなど、その他のツールバー
はフローティングツールバーとして開きます。

❖ ツールバーを移動するには、ツールバーの左端にあるグリップバーをドラッグします。

• ツールバー領域内の別の場所にツールバーをドラッグします。

• フローティングツールバーを作成するには、ツールバー領域の外側にツールバーをドラッグします。

• フローティングツールバーをツールバー領域にドラッグします。

ツールとツールバーの追加
Readerをカスタマイズして、頻繁に使用するツールやツールバーを表示できます。

❖ ツールバーを右クリックするか、Controlキーを押しながらクリックして、次のいずれかの操作を行います。

• 表示するボタンを選択します。

•「ツールバーを非表示」を選択し、非表示にするツールバーを選択します。

•「その他のツール」を選択し、表示するツールバーとボタンを選択します。

ツールまたはオブジェクトの外観を変更
注釈、フォームフィールド、しおりを含む様々なツールおよびオブジェクトのプロパティを簡単に変更できます。

1 変更するツールまたはオブジェクトを右クリックするか、Controlキーを押しながらクリックします。

2「プロパティ」または「ツールのデフォルトのプロパティ」を選択します。

3 必要に応じてプロパティを設定します。

今後作成する同じ種類のオブジェクトすべてにオブジェクトの設定を適用するには、オブジェクトを右クリックするか
Controlキーを押しながらクリックし、「現在のプロパティをデフォルトとして使用」を選択します。
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作業エリアのカスタマイズ
必要に応じて作業エリアを変更できます。

• 表示されるツールバーを変更するには、表示／ツールバーを選択し、希望のツールバーを選択します。

• ナビゲーションパネルのビューを変更するには、ナビゲーションパネルの左側にあるいずれかのボタンをクリックしま
す。

• ページの背景や文書のテキストの表示カラーをカスタマイズするには、編集／環境設定／アクセシビリティを選択しま
す。

• デフォルトのズームレベルとページレイアウトを設定するには、編集／環境設定／ページ表示を選択します。

関連項目

11ページの「作業エリアのカスタマイズ」

作業エリアの基礎

作業エリアの表示
Readerは、スタンドアロンアプリケーションとして単独で起動することも、Webブラウザ内で起動することもできま
す。ただし、関連する作業エリアにはわずかながらも重要な違いがあります。

Reader作業エリア内には、PDFを表示する文書ウィンドウがあります。左側にあるナビゲーションパネルウィンドウを
使用すると、現在開いている PDF内を簡単に移動できます。ウィンドウ上部のツールバーでは、PDFに関するその他の
操作を実行できます。

注意：特定の種類の PDFを開くと、それらの種類に専用の文書メッセージバーと PDFパッケージナビゲーション機能が
作業エリアに表示されます。他の種類の PDFの場合、これらのエリアは表示されず、使用できません。

関連項目

9ページの「文書メッセージバー」

10ページの「PDFパッケージのナビゲーション領域」

Acrobatで開いた PDFの作業エリア
1 デスクトップの Readerアイコン、スタートメニュー（Windows）または Finder（Macintosh）を使用して、
Readerアプリケーションを起動します。

2 ファイル／開くを選択し、コンピュータに保存されている PDFを選択して「開く」をクリックします。

Webブラウザで開いた PDFの作業エリア
1 Webブラウザアプリケーションを起動します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• インターネット上にある PDFを選択して開きます。

• ファイル／開く（または「ファイルを開く」）を選択します。必要に応じて、ファイルの種類のポップアップメニュー
から「PDF」または「すべてのファイル」を選択します。次に、コンピュータまたはローカルネットワークに保存され
ている PDFを選択し、「開く」をクリックします。

3 作業エリア内の項目を確認します。
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PDFを開く
PDFは、Readerアプリケーション、電子メールアプリケーション、ファイルシステム、Webブラウザなど、様々な方法
で開くことができます。PDFの表示方法は、その文書の作成者が設定したプロパティによって異なります。例えば、特定
のページが開くようにしたり、開いたときの表示倍率を指定することができます。

PDFの中には、パスワードを入力しないと開けないように制限が設定されているものがあります。この場合は、パスワー
ドを PDFの所有者から入手します。暗号化された文書を開くには、その文書の作成者の許可が必要な場合があります。
文書の制限や証明によって、ファイルの印刷やアプリケーション間での情報のコピーが許可されない場合もあります。
PDFを開くのに問題がある場合や、特定の機能を使用できない場合は、その PDFの作成者または所有者に連絡してくだ
さい。

フルスクリーンモードで開くように設定されている文書では、ツールバー、コマンドバー、メニューバーおよびウィンド
ウコントロールが表示されません。このような場合は、Escキー（Escキーでフルスクリーンモードを終了するように環
境設定されている場合）を押すか、Ctrl+Lキーまたは Command+Lキーを押すことでフルスクリーンモードを終了でき
ます。

関連項目

24ページの「PDFをフルスクリーンモードで表示する」

10ページの「PDFパッケージのナビゲーション領域」

20ページの「保護された PDFを開く」

別のツールの選択
選択ツール は、Readerを開いたとき、デフォルトではアクティブになっています。これは、このツールが多目的に
使用できるためです。

ズームインするツールやレビューの注釈を追加するツールなど、専用のツールはツールバーまたはツールメニューから使
用できます。

ツールの選択
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• ツールバーからツールを選択します。

• ツール／ [ツールバー名 ]／ [ツール ]を選択します。

ズームインツールまたは手のひらツールへの一時的な切り替え
ズームインツールと手のひらツールは、現在選択しているツールを選択解除しなくても使用できます。

• 手のひらツールを一時的に選択するには、スペースバーを押します。

• ズームインツールを一時的に選択するには、Ctrlキーまたは Commandキーを押したままでスペースバーを押します。

キーを放すと、Readerで元のツールが再びアクティブになります。

文書メッセージバー
文書メッセージバーは、特定の種類の PDFでのみ表示されます。通常、この領域が表示されるのは、PDFフォーム、レ
ビュー用に送信された PDF、または特別な権限やセキュリティ制限のある PDFを開いたときです。文書メッセージバー
はツールバー領域のすぐ下に表示され、作業エリアの左端にあるボタン をクリックして表示と非表示を切り替えるこ
とができます。

文書メッセージバーには、進行手順やタスクに関連する特別なボタンなどの情報が表示されます。文書メッセージバー
は、フォームは紫、レビューは黄色、証明済み PDFまたは安全な PDFを表す場合は青、といったように色分けされま
す。
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PDFパッケージのナビゲーション領域
PDFパッケージを開くと、次の 2つの独自の領域が表示されます。

PDFパッケージナビゲーションバー ツールバー領域のすぐ下にあります。ここには、表紙ボタン 、コンポーネント文
書のリストを非表示にするボタンやリストの向きを設定するボタン、次または前のコンポーネント文書に移動するボタ
ン、および PDFパッケージを表示、編集、使用するためのコマンドを含むオプションメニューが表示されます。

コンポーネント文書のリスト デフォルトでは、PDFパッケージナビゲーションバーと文書ウィンドウの間にありますが、
非表示にしたり、ナビゲーションパネルウィンドウの左側に縦方向に表示したりすることもできます。リスト内のコン
ポーネントファイルを選択すると、そのファイルが文書ウィンドウで開かれます。

関連項目

10ページの「PDFパッケージについて」

PDFパッケージについて
PDFパッケージとは、複数のファイル（ファイル形式の異なるファイル、および各種アプリケーションで作成されたファ
イル）を変換して統合した 1つの PDFユニットです。元の各ファイルは、それぞれ個別のファイルとして保持されます
が、そのパッケージファイルの一部分でしかありません。各コンポーネントファイルは、パッケージ内の他のコンポーネ
ントファイルとは関係なく、開く、読み込む、編集する、および書式設定できます。

PDFパッケージに結合されたファイルで作業をすることには、次のような利点があります。

表示 各コンポーネントファイルは別々のウィンドウに表示されません。そのため、ページ間を迅速に移動できるほか、開
くダイアログボックスや保存ダイアログボックスを使用しなくても変更できます。

並べ替え PDFパッケージ内のコンポーネント PDFは、追加、削除、非表示およびカスタマイズが可能なカテゴリのリス
トに表示されます。このリストでカテゴリ名をクリックするだけで、並べ替えができます。

印刷 ファイルメニューの「印刷」コマンドには、現在開いている文書、PDFパッケージ内のすべての文書、または PDF

パッケージリストで選択された複数のコンポーネント文書を印刷するコマンドがあります。

検索 高度な検索ウィンドウには、現在開いている文書、PDFパッケージ内のすべての文書、または PDFパッケージリス
トで選択された複数のコンポーネント文書を検索するコマンドがあります。

Adobe Reader操作ガイドウィンドウからの開始
アプリケーションアイコン、スタートメニュー（Windows）、またはドック（Macintosh）から Readerを起動すると、
デフォルトで Adobe Reader操作ガイドウィンドウが開きます。このウィンドウのホームページには、他のページへのリ
ンクが含まれています。リンク先のページには、特殊な操作を始めたり、Readerヘルプ（このドキュメント）に記載さ
れているトピックを表示したりするボタンやリンクが含まれています。

ページの左側にあるコントロールを使用すると、Adobe Reader 8の新機能のリストを展開することができます。

Adobe Reader操作ガイドウィンドウは表示と非表示を切り替えられるほか、ウィンドウを開いたままで Readerの作業
エリアの横または背後に移動することもできます。

Adobe Reader操作ガイドウィンドウからの操作の開始
1 Adobe Reader操作ガイドのホームページで、「共同作業」や「Reader対応 PDFファイル」などのトピックグループ
を選択します。

2 操作を開始するか、ヘルプトピックを表示します。

• 操作を開始するには、操作のテキストリンクまたはボタン をクリックします。

• 情報のテキストリンクまたはボタン をクリックすると、Readerヘルプを開いて関連するトピックを表示できます。

別のトピックグループを選択する場合は、左上隅の「ホーム」をクリックして Adobe Reader操作ガイドホームページに
戻ります。
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Adobe Reader操作ガイドウィンドウの再表示とリセット
1 ヘルプ／ Adobe Reader操作ガイドを選択して、ウィンドウを再表示します。

2 右上隅にある「起動時に表示しない」オプションの選択を解除します。

PDFの作成
アドビシステムズ社は、任意のコンピュータで任意のアプリケーションから堅牢な情報を取得して表示するためのソ
リューションとして、15年以上前に Portable Document Format（PDF）を開発しました。作成した PDFは世界中の誰
とでも共有でき、自分が見るのとまったく同じように他のユーザにも表示されます。

Adobe Readerのユーザは、Adobe PDF Online Document Serviceを使用して PDFを作成できます。この Webベー
スのサービスは、現在北米でのみ利用可能です。

詳しくは、ファイル／ Create Adobe PDF Onlineを選択してください。セキュリティで保護された Adobe PDF Online

Webサイトに接続されます。

作業エリアのカスタマイズ

メニューの表示
一般に、Readerで作業する際すぐに使用できるように、メニューは常に表示しておいたほうが便利です。表示／メ
ニューバーを選択すれば、メニューを非表示にすることもできます。ただし、メニューを再表示して使用するには、F9

（Windows）または Shift+Command+M（Macintosh）を押す必要があります。

Readerには、状況に依存するメニューも多数用意されています。コンテキストメニューは、作業エリアまたは PDF内の
エレメントがコンテキストメニューに関連付けされている場合、そのエレメントを右クリックまたは Controlキーを押し
ながらクリックしたときに表示されます。コンテキストメニューには、クリックした項目または領域に関連するコマンド
が表示されます。例えば、ツールバー領域を右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックすると、表示／ツール
バーを選択したときと同じメニューが表示されます。

注意：Readerのメニューバーは、Acrobatをスタンドアロンアプリケーションとして起動したときにのみ表示されます。
Readerをブラウザで開いた場合、ウィンドウ上部にはブラウザのメニューしか表示されません。ただし、コンテキスト
メニューはどちらの場合でも利用できます。

ツールバーについて
ツールバーには各種ツールが関連する操作ごとにまとめられています。そのため、作業エリアを見やすく整理することが
できます。例えば、ページ表示ツールバーには、文書ウィンドウに一度に表示するページ数を変更するボタンがありま
す。注釈ツールバーには、PDFをレビューして注釈を付けるためのツールが含まれています。

ツールバーは、ツールバー領域から分離したり、ツールバー領域に結合したりすることができます。ツールバー領域には
結合されたツールバーが表示されます。分離したフローティングツールバーは個別のパレットとして表示され、作業エリ
ア内の任意の場所に移動することができます。

各ツールバーの左端には、グリップバーというグレーのストライプの縦線が付いています。

• グリップバーの上にポインタを置くと、関連するツールバーの名前が表示されます。

• グリップバーをドラッグすると、ツールバーが移動します。この操作でツールバーをドラッグしてツールバー領域から
分離してフローティングツールバーにしたり、ツールバー領域に結合したり、ツールバー領域内のツールバーの配置を
変更したりできます。

デフォルトで表示されるツールバーと、デフォルトでは表示されないツールバーがあります。
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デフォルトで表示されるツールバー
A.ファイルツールバー B.ページナビゲーションツールバー C.選択とズームツールバー D.ページ表示ツールバー E.検索ツールバー

タスクツールバーにあるボタンは、他のツールバー上のボタンとは動作が異なります。各ボタンは、コマンドのメニュー
と関連付けられています。メニューを開くには、ボタン名の右側の矢印 をクリックします。例えば、Web会議を開始
ボタン の横の矢印をクリックすると、Adobe Acrobat Connect会議に関係するコマンドのメニューが表示されます。

ツールの上にポインタを置くと、ツールの説明が表示されます。ツールバーの左端にあるグリップバーの上にポイン
タを置くと、そのツールバーの名前が表示されます。すべてのツールは、その他のツールダイアログボックス（ツー

ル／ツールバーのカスタマイズ）で名前によって識別されます。

関連項目

11ページの「メニューの表示」

ツールバーの表示と配置
作業を行う際に、あるツールバーのツールを使用する必要がない場合は、そのツールバーを閉じて作業エリアを広く取る
ことができます。例えば、PDFにレビュー用の注釈を追加しない場合、注釈ツールバーを表示しておく必要はありませ
ん。

デフォルトで非表示となっているツールバーを使用したいとき、そのツールバーはすぐに表示することができます。この
ようなツールバーはフローティングパレットとして表示されますが、移動したりツールバー領域に結合したりできます。

注意：複数の PDFを開いている場合、それぞれの PDFで異なるツールバーを表示するようカスタマイズできます。カス
タマイズ状態が異なっていても、PDFを切り替えるときに状態が保持されます。

ツールバーの表示と非表示の切り替え
• ツールバーを表示するには、表示／ツールバー／ [ツールバー名 ]を選択します。表示されているツールバーは、名前の
隣にチェックマークが表示されます。

• すべてのツールバーを非表示にするには、表示／ツールバー／ツールバーを非表示（Windows）または表示／ツール
バー／ツールバーを隠す（Macintosh）を選択します。

• 表示または非表示のツールバーを変更するには、ツールバー領域を右クリックするか、Controlキーを押しながらク
リックして、表示または非表示にするツールバーを選択します。

• 複数のツールバーの表示 /非表示を変更するには、ツール／ツールバーのカスタマイズ、または表示／ツールバー／そ
の他のツールを選択します。そして、ツールバーを選択または選択解除します（ツールバーの名前の隣にチェックマー
クがある場合、そのツールバーは現在表示されていることを表しています）。

注意：新しく開いたツールバーがフローティングツールバーとして表示されるかツールバー領域内に表示されるかは、そ
のツールバーのデフォルトの位置によって異なります。または、前に作業エリアの設定を行っていた場合はその位置に表
示されます。

ツールバーの移動
• 結合されたツールバーの配置を変更するには、ツールバーのグリップバーをドラッグして位置を移動します。

• フローティングツールバーを作業エリア内の別の場所に移動するには、ツールバーのタイトルバーまたはグリップバー
を目的の場所にドラッグします。

• 結合されたツールバーをフローティングツールバーにするには、ツールバーのグリップバーをツールバー領域の外にド
ラッグします。

EB C DA
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• フローティングツールバーをツールバー領域に結合するには、ツールバーのタイトルバーまたはグリップバーをツール
バー領域にドラッグします。

• すべてのフローティングツールバーをツールバー領域に移動するには、表示／ツールバー／ツールバーを連結を選択し
ます。

ツールバーをツールバー領域の中に移動したり外に移動したりすると、ツールバー領域の行が追加されたり削除されたり
します。

ツールバーをデフォルト設定に戻す
❖ 表示／ツールバー／ツールバーをリセットを選択します。

ツールバー領域のロックまたはロック解除
ツールバーをロックすると、ツールバー領域内での各ツールバーの位置が固定されて、グリップバーは表示されなくなり
ます。ツールバーをロックしても、フローティングツールバーの位置には影響しません。

❖ 表示／ツールバー／ツールバーをロックを選択します。

再度同じコマンドを選択すると、ツールバー領域のロックは解除されます。

注意：ツールバー領域をロックした場合でも、フローティングツールバーについてはタイトルバーをドラッグして移動す
ることができます。ただし、ツールバー領域のロックを解除しないと、フローティングツールバーをツールバー領域に結
合することはできません。

プロパティバーについて
プロパティバーは他のツールバーと同様に移動、結合、分離することができ、外観も他のツールバーと変わりません。ま
た、プロパティバーにはボタンもあります。表示／ツールバーメニューで「プロパティバー」を選択することによって、
表示と非表示を切り替えることができます。

プロパティバーのボタンには、現在選択されているツールまたはオブジェクトのプロパティが表示されます。ほとんどの
ツールバーのボタンと異なり、プロパティバーのボタンは非表示にできません。また、大部分のボタンは単に情報を表示
するだけで、PDFに変更を加えるために使用することはできません。

ツールバー要素の表示と非表示の切り替え
スペースを節約するために、個々のツールバーで必要なツールのみ表示するようにツールバー内の表示を変更することが
できます。ツールのラベルの表示 /非表示を切り替えることもできます。

個々のツールの表示と非表示の切り替え
Readerには、デフォルトで表示される以外にも多くのツールやツールバーがあります。使用頻度の高いツールがツール
バー領域に表示されるように、ツールバーをカスタマイズすることができます。

❖ 次のいずれかの操作を行います。

• ツールバーを右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックし、表示するツールを選択するか、非表示にする
ツールの選択を解除します

• 目的のツールバーを右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックし、「その他のツール」を選択します。そし
て、表示するツールとツールバーを個々に選択し、非表示のままにするツールとツールバーの選択を解除します。

注意：選択したツールはツールバーに表示されます。ただし、そのツールバー自体も、その他のツールダイアログボック
ス内で選択されている場合に限ります。

ツールのラベルの表示と非表示の切り替え
デフォルトでは、一部のツールバー上のボタンにラベルが表示されます。Readerの機能がすぐわかるようにすべてのボ
タンのラベルを表示したり、ツールバー領域のスペースを節約するためにすべてのツールのラベルを非表示にすることが
できます。

❖ 表示／ツールバー／ボタンラベル／ [オプション ]を選択します。
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注意：ツールバーの領域が不足する場合は一部のツールのラベルが非表示になります。

ツールおよびオブジェクトのプロパティの再検討
プロパティバーを使用すると、多くのツールやオブジェクト（リンク、注釈、フォームフィールド、メディアクリップ、
しおりなど）のプロパティに簡単にアクセスできます。例えば、注釈ツールを選択した場合、プロパティバーには注釈
ツールの現在のデフォルトのプロパティが表示されます。文書内の注釈を選択した場合は、その注釈用のプロパティバー
が表示されます。

プロパティバーを使用すると、表示される設定の多くを変更できます。いくつかの項目は情報を提供するだけで、編集で
きません。

プロパティバーも、すべてのツールバーと同じようにツールバー領域に結合したりツールバー領域から分離することがで
きます。通常のツールバーと異なる点は、プロパティバーにはツールが含まれないこと、およびオプションを非表示にす
るようカスタマイズできないことです。

1 次のいずれかの操作を行います。

• 表示／ツールバー／プロパティバーを選択します。

• ツールバー領域を右クリックするか、Controlキーを押しながらクリックして、コンテキストメニューの「プロパティ
バー」を選択します。

2 再検討するオブジェクトまたはツールを選択します。

3 選択した項目のプロパティを変更します。

プロパティバーに表示される以外のオブジェクトのプロパティを変更する場合は、そのオブジェクトを右クリックま
たは Controlキーを押しながらクリックし、「プロパティ」を選択します。

ナビゲーションパネルウィンドウの表示と非表示の切り替え
ナビゲーションパネルウィンドウは、様々なナビゲーションパネルを表示できる作業スペース内の領域です。通常、これ
らのパネルは目次のように機能し、項目をクリックすると文書内の特定の場所に移動できます。例えば、ページパネルに
は各ページのサムネール画像が表示され、サムネールをクリックすると文書内のそのページが開きます。

PDFを開いたとき、デフォルトではナビゲーションパネルウィンドウは閉じていますが、作業エリアの左側に並んだボタ
ン（ページパネルボタン やしおりパネルボタン ）を使用すると、様々なパネルに簡単にアクセスできます。
Readerが起動していても PDFが開かれていないときは、ナビゲーションパネルウィンドウは表示されません。

1 ナビゲーションパネルウィンドウを開くには、次のいずれかの操作を行います。

• 作業エリアの左端に表示されているいずれかのパネルボタンをクリックします。

• 表示／ナビゲーションパネル／ナビゲーションパネルを表示を選択します。

2 ナビゲーションパネルウィンドウを閉じるには、次のいずれかの操作を行います。

• ナビゲーションパネルウィンドウで現在開いているパネルのボタンをクリックします。

• 表示／ナビゲーションパネル／ナビゲーションパネルを非表示を選択します。

注意：PDFの作成者は一部のナビゲーションパネルの内容を制御でき、内容を空にすることもできます。

ナビゲーションパネルの調整
ツールバーと同様、ナビゲーションパネルも、ナビゲーションパネルウィンドウに結合したり作業エリアの任意の場所に
分離したりできます。不要なパネルは非表示にして、使用するパネルを表示することができます。また、ナビゲーション
パネルウィンドウの幅を調節することもできます。

ナビゲーションパネルの表示領域の変更
• ナビゲーションパネルウィンドウの幅を変更するには、右側の境界線をドラッグします。



ADOBE READER 8
ユーザガイド

15

• フローティングウィンドウを閉じずにタブのみの表示にするには、ウィンドウのタブ名をクリックします。もう一度タ
ブ名をクリックすると、ウィンドウが元のサイズに戻ります。

結合されたナビゲーションパネルの表示方向の変更
デフォルトでは、しおりなどのパネルは作業領域の左側に縦方向に表示されます。また、注釈パネルのように、文書ウィ
ンドウの下部に横方向に表示されるパネルもあります。パネルのボタンをドラッグすると、パネルの表示方向を縦または
横に変更できます。ボタンは作業エリアの左側にあります。

• パネルを縦方向にするには、ナビゲーションパネルウィンドウの上部（縦方向に表示されているパネルのタブの近く）
にドラッグします。

• パネルを横方向にするには、ナビゲーションパネルウィンドウの下部（横方向に表示されているパネルのタブの近く）
にドラッグします。

どちらの場合も、全パネルのタブの部分がグレーの枠で囲まれてハイライト表示されます。ハイライト表示された部分よ
り手前でマウスを離すと、ドラッグしたパネルは作業エリアでフローティングウィンドウとなります。この場合は、その
パネルのタブを、ナビゲーションパネルウィンドウの上部または下部のタブの近くに再度ドラッグします。

ナビゲーションパネルウィンドウでの別のパネルの表示
デフォルトでは、特定のパネルのボタンだけが作業エリアの左側に表示されます。その他のパネルは表示メニューから表
示できますが、ナビゲーションパネルウィンドウではなくフローティングウィンドウとして表示される場合があります。
ただし、後でナビゲーションパネルウィンドウに結合できます。

❖ 次のいずれかの操作を行います。

• ナビゲーションパネルウィンドウの左側で、パネルのボタンをクリックします。

• 表示／ナビゲーションパネル／ [パネル名 ]を選択します。

ナビゲーションパネルの結合または分離
• ナビゲーションパネルウィンドウに結合されているパネルをフローティングパネルにするには、パネルのボタンを文書
ウィンドウにドラッグします。

• フローティングパネルを結合するには、パネルのタブをナビゲーションパネルウィンドウにドラッグします。

• 2つのフローティングパネルを連結するには、一方のパネルのタブをもう一方のパネルにドラッグします。

ナビゲーションパネルのオプション
すべてのナビゲーションパネルの右上に、オプションポップアップメニューがあります。このメニューに含まれるコマン
ドは、各ナビゲーションパネルによって異なります。

一部のパネルでは、そのパネル内の項目を操作するためのボタンも表示されます。このように、パネルによってメニュー
のコマンドやボタンが異なり、これらが何も表示されないパネルもあります。

アプリケーションソフトウェアのアップデート

アップデートについて
Readerアプリケーションのファイルおよびコンポーネントは、様々な方法でアップデートすることができます。PDFを
開いたときに自動的にアップデートを開始できる場合があります。例えば、日中韓言語のフォントを使用するフォームを
英語版の Readerで開くと、そのフォントをダウンロードするかどうかを確認するメッセージが表示されます。すぐに
アップデートの有無を確認することもできます。この場合、アップデートは手動で行う必要があります。自動でも手動で
も入手できるアップデートもあります。

環境設定によっては、Readerによってバックグラウンドでアップデートがダウンロードされます。
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ソフトウェアのアップデート
❖ ヘルプ／アップデートの有無をチェックを選択し、画面の指示に従います。

アップデートの環境設定の変更
1 ヘルプ／アップデートの有無をチェックを選択します。

2 Adobe Updaterダイアログボックスで、「環境設定」をクリックします。

3「自動的に新しいアップデートを確認する」を選択し、自動チェックを週ごとに行うか月ごとに行うか、およびアップ
デートをダウンロードする前にメッセージを表示するかどうかを指定します。

4 実行中のアプリケーション（Adobe Readerまたは Adobe Acrobat）がアップデート対象のソフトウェアとして選択
されていることを確認します。

5 必要な場合、「参照」をクリックしてダウンロードの保存場所に移動します。

Speed Launcherについて（Windows）
Readerをインストールすると、コンピュータの共通スタートアップグループに Speed Launcherプログラムがインス
トールされます。Speed Launcherを使用すると、Readerの起動に必要な時間を短縮することができます。

Speed Launcherのアイコンをスタートアップフォルダの外にドラッグすると、Speed Launcherを無効にすることがで
きますが、これは推奨されません。

注意：Acrobatと Readerの両方が同じシステムにインストールされている場合は、2つの Speed Launcherアイコンが
スタートアップフォルダに表示されます。Speed Launcherを無効にするには、両方の Speed Launcherアイコンをス
タートアップフォルダから削除します。

このトピックについて詳しくは、アドビシステムズ社のサポート Webサイトを参照してください。

Adobe電子書籍
Reader 8.0では、電子書籍の開き方と管理方法が変更されています。無償の Adobe電子書籍ソフトウェアを使用して、
eBookや他の出版物を読んだり管理したりすることができるようになりました。電子書籍は、以前のバージョンの
Reader.の eBook機能と置き換わる、独立した Webベースのリッチインターネットアプリケーション（RIA）です。

電子書籍をインストールすると、ブックシェルフ内の既存のアイテムは、新しい電子書籍ブックシェルフに自動的に読み
込まれて利用可能になります。個々の PDFを電子書籍ブックシェルフに手動で読み込むこともできます。

注意： eBookのアイコンをダブルクリックすると、Readerにより電子書籍ダウンロード Webサイトが自動的に開かれ、
ここで電子書籍ソフトウェアのインストールを開始することができます。

eBookのこの新しいソリューションへの移行方法、およびセキュリティ保護されたダウンロード Webサイトへのリンク
について詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトを参照してください。

英語以外の言語

キリル文字、中央ヨーロッパ言語および東ヨーロッパ言語の PDF
キリル文字（ブルガリア語、ロシア語を含む）、中央ヨーロッパ言語のテキスト、東ヨーロッパ言語のテキスト（チェコ
語、ハンガリー語、ポーランド語を含む）を含む PDFファイルに必要なフォントが埋め込まれている場合は、これらの
PDFファイルを使用することができます。フォントが埋め込まれているファイルは、どの言語のシステム上でも表示と印
刷ができます。検索機能は、フォントが埋め込まれていなくても使用できます。

注意：開いた PDFファイルのフォームフィールドやテキストボックスにこれらの言語が使用されているが、そのフォン
トが埋め込まれていなくて、システムにもインストールされていない場合は、ヘルプ／アップデートの有無を今すぐ
チェックを選択すると、必要なフォントをダウンロードしてインストールすることを促すメッセージが自動的に表示され
ます。

http://www.adobe.com/go/support_jp
http://www.adobe.com/go/acr8_digital_editions_jp
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ヘブライ語、アラビア語、タイ語およびベトナム語の PDF
Readerでは、タイ語およびベトナム語のテキスト入力と表示をサポートしています。Readerでは、Windowsでのみ、
アラビア語およびヘブライ語もサポートしています。右から左に表記される言語のオプションは、地域の設定がアラビア
語またはヘブライ語の環境ではデフォルトで有効になっています（Windows）。

右から左に表記される言語のオプションの有効化
右から左に表記される言語のオプションを有効にすると、段落の方向、数字スタイルおよび合字を制御するためのユーザ
インタフェイス要素が表示されます。このオプションを選択すると、特定のフォームフィールドの作成と入力、電子署名
の追加およびテキストボックスの注釈の作成に使用する表記方向（左から右または右から左）と数字の種類（算用数字ま
たはアラビア数字）を指定できます。

「右から左に表記される言語のオプションを有効にする」は、地域の設定がアラビア語またはヘブライ語の環境ではデ
フォルトで有効になっています。

1 編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定（Macintosh）を選択します。

2「分類」で「言語環境」を選択します。

3「右から左に表記される言語のオプションを有効にする」を選択します。
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第 3章：PDFの表示、検索および保存

Readerを使用して、デスクトップで PDFを開いて表示したり、Webブラウザで開いて表示することができます。PDF

またはそのコピーをテキスト形式で保存することができます。PDFを検索する際には、検索条件を指定して対象を絞り込
むことにより、複数の PDFにわたってテキストや他の種類のデータを検索することができます。

クイックスタート

表示モードの変更
文書の表示スペースを広げるために、表示モードを変更できます。

❖ 表示／閲覧モードまたはフルスクリーンモードを選択します。

閲覧モードでは、ツールバーとナビゲーションパネルは表示されませんが、メニューバーは表示されます。フルスクリー
ンモードでは、文書を除くすべてが非表示になります。フルスクリーンモードを終了するには、Escキーを押します。

セキュリティによる制限のチェック
受け取った PDFでは、情報の印刷やコピーなどの操作を禁止する制限が含まれる場合があります。

1 セキュリティ設定 をクリックするか、または文書ウィンドウの左側の署名 をクリックします（セキュリティ設
定ボタンは、PDFにセキュリティ制限が含まれている場合にのみ表示されます）。

2 制限情報を表示します。セキュリティ設定パネルで「権限の詳細」をクリックすると、詳細を表示できます。

PDFを開けない場合、または特定の機能の使用が制限されている場合は、PDFの作成者に連絡してください。

パッケージ内の PDFの表示
Adobe PDFパッケージを開くと、含まれる PDFの一覧と、PDFパッケージナビゲーションバーが表示されます。

❖ パッケージを開いて、次のいずれかの操作を行います。

• PDFを表示するには、PDFリストから PDFを選択するか、次のページを開く または前のページを開く をク
リックします。

• PDF一覧の場所を変更するには、いずれかの一覧の場所アイコンをクリックします。

• パッケージ関連のコマンドにアクセスするには、「オプション」をクリックし、希望のコマンドを選択します。

関連項目

27ページの「PDFパッケージ内のコンポーネントの表示、並べ替えおよび検索」

添付ファイルの表示
PDFには、単一ファイルまたは PDFパッケージのいずれかとして他の PDFを添付できます。添付ファイルを含む PDF

を開くと、添付ファイルパネルが自動的に開きます。

❖ 目的の PDFをダブルクリックします。添付ファイルが新しいウィンドウで開きます。

添付ファイルが PDFパッケージである場合、パッケージ内の最初の PDFがパッケージ内のすべての PDFの一覧と共に
開きます。PDFをクリックして表示します。
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テキストの検索
「検索」を使用して、開いている PDFでテキストを検索します。

1 ツールバーの「検索」テキストボックスに検索語句を入力します。

2（オプション）「検索」テキストボックスの横の矢印をクリックして、「しおりを含める」など、必要なオプションを選
択します。

3 Enterキーを押します。

フォルダ内のすべての PDFを検索するには、検索ツールバーの下向き矢印をクリックして、「Readerの検索パネルを開
く」を選択し、「以下の場所にあるすべての PDF文書」をクリックして、検索するフォルダを選択します。

関連項目

30ページの「検索」

注釈のテキスト検索
PDFの本文と同じように、注釈内のテキストを検索できます。

1 ツールバーの「検索」テキストボックスに検索語句を入力します。

2「検索」テキストボックスの右側の下向き矢印をクリックし、「注釈を含める」を選択します。

3 Enterキーを押します。

見つかった単語をすべて表示するには、検索ツールバーの下向き矢印をクリックして、「Readerの検索パネルを開く」を
選択し、「現在の PDF文書内」および「注釈を含める」を選択します。

関連項目

30ページの「検索」

添付ファイルの検索
1つまたは複数の PDF、およびそれらに添付された PDF内の単語を検索することができます。検索できる添付の階層は
2レベルまでです。

1 編集／検索を選択し、ウィンドウの下部にある「高度な検索オプションを使用」をクリックします。

2 このテキストボックスに検索語句を入力し、検索結果を制限する方法を選択します。

3 検索する場所を選択します。

4「添付ファイルを含める」を選択し、「検索」をクリックします。

関連項目

30ページの「検索」

パッケージ内の PDFの検索
Adobe PDFパッケージ内のすべての PDFまたは選択した PDFを検索できます。

1 検索するパッケージを開きます。

2「検索」テキストボックスで検索語句を入力し、検索ポップアップメニューで「Readerの検索パネルを開く」を選択し
ます。

3「PDFパッケージ全体」を選択します。または、「選択した PDF文書」を選択し、パッケージに含まれる PDFの一覧
から希望の PDFを選択します。
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関連項目

30ページの「検索」

テキストとして書き出し
PDFを、注釈、フォームフィールド、代替テキストなどの項目を保持するアクセシブルなテキストとして保存できます。

❖ ファイル／テキストとして保存を選択します。

PDFの表示

PDFを開く
PDFは、Readerアプリケーションのほか、デスクトップやその他特定のアプリケーションから開くことができます。

Acrobatで PDFを開く
❖ Readerを起動し、次のいずれかの操作を行います。

• ファイル／開くを選択するか、（表示されている場合は）ツールバーの開くボタン をクリックします。開くダイア
ログボックスで、ファイル名を選択して「開く」をクリックします。PDF文書には、通常、拡張子（.pdf）が付いて
います。

•（Windows）ファイル／ [最近開いた PDF]を選択します。

•（Macintosh）ファイル／最近使用したファイルを開く／ [最近開いた PDF]を選択します。

複数の文書を開いているとき、文書間を切り替えるには、表示したい文書をウィンドウメニューで選択します。
Windowsでは、開いている文書ごとにボタンが Windowsタスクバーに表示されます。このボタンをクリックして

開いている文書間を移動できます。

デスクトップまたは他のアプリケーションから PDFを開く
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• 電子メールメッセージに添付された PDFを開くには、その PDFのアイコンをダブルクリックするか、右クリックまた
は Controlキーを押しながらクリックし、「開く」を選択します。

• Webページにリンクされた PDFを開くには、その PDFファイルのリンクをクリックします。通常、PDFは Webブ
ラウザ内で開きます。

• ファイルシステム上の PDFファイルアイコンをダブルクリックします。

注意：Macintoshでは、Windowsで作成された PDFのアイコンをダブルクリックしても開けない場合があります。代
わりに、ファイル／ Readerで開くを選択します。

保護された PDFを開く
セキュリティに機能よって保護されている PDFを受け取った場合、その文書を開くにはパスワードが必要なことがあり
ます。保護された文書では、文書の内容を印刷、編集またはコピーできない場合があります。文書の機能が制限されてい
る場合は、その機能に関連するツールやメニュー項目はグレーで表示されます。

❖ 文書に制限がかけられていたり、文書のステータスが特殊であったりする場合は、文書ウィンドウの左側に、セキュリ
ティ設定ボタン または署名ボタン が表示されます。ボタンをクリックすると、保護の設定内容が表示され、制限
されている機能がわかります。

PDFを開くことができない場合、または制限により特定の機能を使用できない場合は、PDFの作成者に問い合わせてく
ださい。
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PDF内の URLおよび添付ファイルの制限
Readerでは、URL（Webリンク）にアクセスしようとしたり、許可していないファイルタイプの添付ファイルを開こう
とすると、警告が表示されます。URLにアクセスしたり、許可していないファイルタイプ（EXEなど）の添付ファイル
を開くと、コンピュータに障害を及ぼすプログラム、マクロ、ウィルスなどが転送されたり、実行されたりする恐れがあ
ります。

特定の Webサイトの URLを信頼性管理マネージャの環境設定にある許可された Webサイトのリストに追加することに
より、Readerが特定の Webサイトに接続することを許可できます。アクセスする必要がなくなった URLは削除してく
ださい。Readerで添付ファイルを開くには、表示されるメッセージに応答して、そのタイプのファイルを常に許可する
ことを指定する必要があります。これによって、添付ファイルのファイルタイプがレジストリに保存されている一覧に追
加されます。以前許可したファイルタイプに再度制限をかけることが必要になった場合は、信頼性管理マネージャの環境
設定で、この一覧の設定をデフォルトに戻します。

信頼性管理マネージャの環境設定
信頼性管理マネージャの環境設定を開くには、編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定（Macintosh）
を選択し、左側の「信頼性管理マネージャ」を選択します。

外部アプリケーションで PDF以外の添付ファイルを開くことを許可 選択すると、添付ファイルを開くときに外部のアプリ
ケーションを起動することが許可されます。ただし、ファイルを開く外部アプリケーションがインストールされている必
要があります。

添付を許可するファイル形式のデフォルト一覧をリセットする 開くことができる添付ファイルの設定をリセットします。例
えば、表示されたメッセージに従い TMPファイルを添付ファイルとして開くことができるよう選択した場合、許可され
たファイルタイプの一覧に TMPが表示されます。「リセット」をクリックすると、一覧から TMPが削除されます。

設定の変更 これをクリックすると、PDFからインターネットへアクセスする際のデフォルトの動作を指定できます。ア
クセスできる URLを指定したもののみに制限するには、「許可およびブロックする Webサイトのリストを指定する」（デ
フォルト）を選択します。すべての URLへのアクセスを許可するには、「すべての Webサイトを許可」を選択します。
PDF内の URLによるアクセスをすべて制限するには、「すべての Webサイトをブロック」を選択します。

許可またはブロックする Webサイトのリストを指定するには、テキストボックスに各 URLを入力し、「許可」または
「ブロック」をクリックします。その上で、リストに含まれていない Webサイトに対する Readerのデフォルトの動作を
指定します。

注意：保護された PDFを開き、URLへのアクセスを許可またはブロックすることを求めるセキュリティ警告ダイアログ
ボックスが表示された場合は、「このサイトに対するアクションを保存する」を選択すると、URLはこのリストに追加さ
れます。

外部のコンテンツを許可 PDFに含まれるストリームオブジェクトのデータを、Readerで読み込めるようにします。スト
リームオブジェクトとは、URLまたはファイルの仕様のことで、フラグによって識別されます。詳しくは、『PDF

Reference Version 1.6, Fifth Edition』を参照してください。このオプションは、ストリームを含む PDFファイルを作成
する場合や、こうしたタイプのファイルを使用して作業する場合などに使用します。

PDFのページを開く
開いた PDFの構成によっては、複数のページ間の移動や、ページの別の場所の表示、表示倍率の変更が必要となる場合
もあります。移動の方法はいくつもありますが、次のような方法が一般に使用されます。

注意：これらの項目が表示されていない場合は、表示／ツールバー／ツールバーをリセットをクリックします。

前後の移動 ページナビゲーションツールバーに、次のページボタン と前のページボタン があります。これらのボ
タンの横にあるテキストボックスはインタラクティブなフィールドなので、ページ番号を入力して Enterキーを押せば、
そのページに直接移動できます。

スクロールバー 文書全体が表示されていないときは、文書ウィンドウの右と下に垂直および水平スクロールバーが表示さ
れます。矢印をクリックするかつまみをドラッグすると、別のページまたはページ内の別の部分を表示できます。

選択とズームツールバー このツールバーには、ページの表示倍率を変更するためのボタンとコントロールが含まれます。
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ページパネル 作業エリアの左端に表示されているページボタン をクリックすると、ナビゲーションパネルウィンドウ
でページパネルが開きます。このパネルには、各ページのサムネール画像が表示されます。ページのサムネールをクリッ
クすると、そのページが文書ウィンドウに表示されます。

関連項目

23ページの「今まで表示した画面を逆戻りする」

31ページの「ページの表示倍率の調整」

文書のページ送り
PDF文書内のページを送る場合、いくつかの方法があります。一般的な方法としてはページナビゲーションツールバーの
ボタンを使用しますが、矢印キーやスクロールバーなどを利用してページを前後に移動することもできます。

ページナビゲーションツールバーはデフォルトで表示されます。このツールバーには頻度の高いツール、次のページ 、
前のページ およびページ番号が含まれます。他のツールバーと同様、ページナビゲーションツールバーも、表示メ
ニューのツールバーメニューから表示と非表示を切り替えることができます。ページナビゲーションツールバーにその他
のツールを表示することもできます。それには、ツールバーを右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックして
個々のツールを選択し、「すべてのツールを表示」をクリックするか、または「その他のツール」をクリックし、ダイア
ログボックスで各ツールを選択または選択解除します。

PDF内での移動
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• ツールバーの前のページボタン または次のページボタン をクリックします。

• 表示／移動／ [場所 ]を選択します。

• 表示／移動／ページを選択し、ページ指定ダイアログボックスでページ番号を入力します。

• Page Upキーおよび Page Downキーを押します。

特定のページへの移動
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• 小さいポップアップウィンドウに目的のページが表示されるまで、垂直スクロールバーをドラッグします。

• ページナビゲーションツールバーに現在表示されているページ番号に置き換わるページ番号を入力し、Enterキーまた
は Returnキーを押します。

注意：文書のページ番号と PDFファイル内での実際のページ通し番号が違っている場合、ページナビゲーションツール
バーには、ページに割り振られているページ番号の後にその PDFファイル内でのページ通し番号が括弧で囲んで表示さ
れます。例えば、18ページから成る 1つの章のファイル対して 223ページから始まるページ番号を割り振った場合、最
初のページを表示しているときに表示されるページ番号は 223（1/18）になります。文書のページ番号を使用しないよう
に、ページ表示の環境設定で変更することができます。詳しくは、ページ番号の付け直しおよび 27ページの「PDFの表
示に関する環境設定」を参照してください。

しおりを使用したページの移動
しおりは目次として、通常、文書内の章や節を表します。しおりはナビゲーションパネルウィンドウに表示されます。

1「しおり」ボタンをクリックするか、表示／ナビゲーションパネル／しおりを選択します。

2 トピックに移動するには、しおりをクリックします。しおりの内容を展開または折りたたむには、プラス記号（+）ま
たはマイナス記号（-）をクリックします。

注意：しおりの定義によっては、しおりをクリックしてもその場所に移動せずに、他のアクションが実行されることがあ
ります。
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しおりをクリックしたときにしおりの一覧が消えた場合は、「しおり」ボタンをクリックすると一覧が再表示されます。
しおりをクリックした後で「しおり」ボタンを非表示にするには、オプションメニューの「ジャンプ後に閉じる」を選択
します。

サムネール画像を使用した特定のページへの移動
サムネール画像には、文書の各ページがプレビュー用に縮小表示されます。ページパネルのサムネールを使用して、ペー
ジの表示を変更したり、別のページに移動することができます。サムネールに表示される赤いボックスは、ページ内のど
の部分が表示されているかを示します。このボックスのサイズを変更して、表示比率を変更できます。

1 ページボタンをクリックするか、表示／ナビゲーションパネル／ページを選択して、ページパネルを表示します。

2 別のページに移動するには、そのページのサムネールをクリックします。

文書の自動スクロール
自動スクロールは、PDF文書の表示ページを一定の速度で下方向に送る機能です。自動スクロールの途中で、スクロール
バーを使用して前後のページや別の場所に移動した場合でも、その場所から自動スクロールが続行されます。PDFの最後
のページまでスクロールすると、再度この機能を選択しない限り自動スクロールは停止します。

1 表示／自動スクロールを選択します。

2 Escキーを押すとスクロールが停止します。

今まで表示した画面を逆戻りする
これまでに表示した画面を逆にたどり、前に表示したページに戻ることができます。前のページと次のページ、前の画面
と次の画面の違いを理解しておくと便利です。前または次のページとは、現在表示されているページに隣接する前後の 2

ページのことを指します。前または次の画面の場合は、ページの表示履歴を意味します。例えば、文書内で前方や後方の
ページに移動した場合、表示履歴によってその移動順序が逆にたどられます。つまり、表示したのと逆の順番でそれらの
ページに戻ることができます。

単独の PDF内で表示した画面を逆戻りする
1 表示／移動／前の画面を選択します。

2 さらに画面を戻りたい場合は、次のいずれかの操作を行います。

• 手順 1を繰り返します。

• 表示／移動／次の画面を選択します。

注意：前の画面ボタン および次の画面ボタン をツールバー領域に表示するには、ページナビゲーションツール
バーを右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックしてコンテキストメニューから各ボタンを選択するか、「す
べてのツールを表示」を選択します。

複数の PDF内で表示した画面を逆戻りする
❖ 表示／移動／前の文書、または表示／移動／次の文書を選択します。戻りたい PDF文書が閉じていても、このコマン
ドで対象の PDF文書が開きます。

注意：Readerを Webブラウザで開いている場合は、Webブラウザの「戻る」オプションや「進む」オプションを使用
して、今まで表示した画面を逆戻りできます。

リンクを使用した移動
リンクによって同一文書内の別の場所に移動したり、他の PDF文書や Webサイトに移動したりできます。クリックした
リンクによっては、添付ファイルが開いたり、3Dコンテンツ、ムービー、サウンドクリップが再生されることもありま
す。メディアクリップを再生するには、適切なソフトウェアおよびハードウェアがインストールされている必要がありま
す。

リンクの表示方法は PDF文書の作成者によって決定されます。
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注意：Acrobatのリンクツールを使用してリンクを作成した場合を除いて、リンクが正常に動作するには環境設定ダイア
ログボックスの一般パネルで「テキストから URLを自動的に検出」を選択している必要があります。

1 選択ツール を選択します。

2 ページ内のリンクのある場所にポインタを置くと、ポインタが人差し指の形に変わります（リンク先が Webの場合
は、手の中にプラス記号または wが表示されます）。リンクをクリックすると移動します。

ファイルが添付された PDF
ファイルが添付された PDFを開くと添付ファイルパネルが自動的に開き、添付ファイルの一覧が表示されます。文書の
作成者によって許可されている場合は、添付ファイルを開いて表示し、内容を編集して保存することができます。

PDFを別の場所に移動すると、添付ファイルも PDF文書と一緒に自動的に移動されます。

閲覧モードの開始と終了
閲覧モードの表示では、作業エリア内で文書とメニューバー以外のすべてが非表示になります。

❖ 表示／閲覧モードを選択します。

「閲覧モード」を再度選択すると、作業エリアが前の表示に戻り、前と同じナビゲーションボタンとツールバーが表示さ
れます。

PDFをフルスクリーンモードで表示する
フルスクリーンモードでは、PDFページが画面全体に表示され、メニューバー、ツールバー、ウィンドウコントロールは
表示されません。PDF文書の作成者は、PDFを開いたときに全画面表示になるように設定できます。文書を読むユーザ
自身がフルスクリーンモードに設定することもできます。フルスクリーンモードはプレゼンテーションで使用する場合が
多く、そのため、自動ページ切り替えや、ページ切り替え時の表示効果と併用することもあります。

フルスクリーンモードでもポインタは使用できるので、リンクをクリックしたりポップアップノートを開いたりすること
ができます。フルスクリーンモードを使用して PDFを表示するには、2つの方法があります。まず、ナビゲーションおよ
び表示倍率関連のコマンドのショートカットキーを使用できます。また、フルスクリーンの環境設定で、フルスクリーン
ナビゲーションボタンを表示するように設定し、これらのボタンをクリックしてページを変更したり、フルスクリーン
モードを終了したりできます。

関連項目

27ページの「PDFの表示に関する環境設定」

フルスクリーンナビゲーションバーの環境設定
1 編集／環境設定を選択します。

2 左側のパネルで「フルスクリーン」を選択します。

3「ナビゲーションバーを表示」を選択します。

4 表示／フルスクリーンモードを選択します。

フルスクリーンナビゲーションバーには、前のページ 、次のページ およびフルスクリーンモードを終了 の各ボ
タンが含まれ、これらは作業エリアの左下に表示されます。

フルスクリーンモードで文書を読む
フルスクリーンナビゲーションバーが表示されていない場合は、PDF内を移動するためのショートカットキーを使用でき
ます。

注意：マルチモニタ環境でも、フルスクリーンモードには一方のモニタしか使用しないことがあります。その場合、文書
のページを切り替えるには、フルスクリーンモードで表示されている方の画面でページをクリックします。

1 表示／フルスクリーンモードを選択します。
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2 次のいずれかの操作を行います。

• 次のページに移動するには、Enterキー、Page Downキー、または右向き矢印キーを押します。

• 前のページに移動するには、Shift+Enterキー、Page Upキー、または左向き矢印キーを押します。

• 表示倍率を変更するには、全体表示にする場合は Ctrl+0/Command+0キー、実際のサイズにする場合は
Ctrl+1/Command+1キー、幅に合わせる場合は Ctrl+2/Command+2キー、描画領域の幅に合わせる場合は
Ctrl+3/Command+3キーを押します。

ページ表示ツールバーを右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックし、「フルスクリーンモード」を選択
すると、ページ表示ツールバーにフルスクリーンツール が表示されます。フルスクリーンツールをクリックして、

フルスクリーンモードに切り替えることができます。

フルスクリーンモードを終了する
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• Ctrl+Lキーまたは Command+Lキーを押します。

• Escキーを押します（フルスクリーンの環境設定で、「Escキーで取り消し」を選択している必要があります。これは
デフォルトの設定です）。

Webブラウザでの PDFの表示
対応 Webブラウザで PDFを表示したり、リンクされた PDFやダウンロードした PDFを新しい Readerウィンドウで開
くように Readerのインターネット環境設定を設定したりできます。ブラウザの外部の Readerで PDFを開いた場合、
「Web表示用に最適化」オプション、ブラウザ内でのフォームの送信、および Web上での検索結果のハイライト表示は
使用できません。

ただし、Webブラウザが使用するキーボードコマンドの関係で、Readerのショートカットの一部が使用できない場合が
あります。同様に、Webブラウザのツールバーやメニューバーではなく、Readerのツールバーにあるツールやコマンド
を使用する必要がある場合があります。例えば、PDF文書を印刷するには、Webブラウザのファイル／印刷ではなく
Readerツールバーの印刷ボタン（Windows）またはプリントボタン（Macintosh）を使用します（ただし Internet

Explorerの場合は、Internet Explorerツールバー上のファイル／印刷、編集／コピー、および編集／このページの検索
が使用できます）。

重要：（Macintoshの場合）Adobe Readerがインストールされているシステムに Acrobatをインストールすると、
Safariで PDFを開く際に依然として Adobe Readerが使用されます。Acrobatを使用するように Safariを再設定するに
は、Safariとすべてのバージョンの Acrobatおよび Adobe Readerを終了します。次に、Acrobatを起動し、その後で
Acrobatを実行している状態で Safariを起動します。

インターネット環境設定
インターネット環境設定を開くには、編集／環境設定（Windows）または Acrobat／環境設定（Macintosh）を選択
し、「分類」から「インターネット」を選択します。

PDFをブラウザに表示 Webから開くすべての PDFを Webブラウザのウィンドウ内で表示します。このオプションを選
択解除すると、PDFは Acrobatウィンドウで開きます。Macintoshでは、Adobe Readerと Acrobatがインストールさ
れている場合、どちらのアプリケーションのどのバージョンを使用するかを選択できます。

Web表示用に最適化を許可 PDFを Webから 1ページ単位でダウンロードして表示します。このオプションが選択解除さ
れている場合は、PDF全体をダウンロードしてから表示します。要求した情報の最初のページの表示後も PDF全体のダ
ウンロードをバックグラウンドで継続したい場合は、「バックグラウンドでのダウンロードを許可」オプションも合わせ
て選択してください。

バックグラウンドでのダウンロードを許可 要求した最初のページの表示後も Webから PDFのダウンロードを継続します。
バックグラウンドでのダウンロードは、Acrobatで別の作業（ページ切り替えなど）を実行すると中止します。

接続速度 オプションから接続速度を選択します。この設定はマルチメディアプラグインでも使用されます。

インターネットの設定（またはネットワーク設定）クリックすると、インターネット接続のコントロールパネル
（Windows）またはシステム環境設定のネットワークコントロールパネル（Macintosh）が開きます。詳しくは、お使い
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のオペレーティングシステムのヘルプを参照するか、インターネットサービスプロバイダまたはローカルネットワーク管
理者にお問い合わせください。

アーティクルを読む
PDFのアーティクルは、文書内の関連する内容を繋げる電子的な経路（スレッド）で、PDFの作成者が任意で PDF内に
設定することができます。PDFにアーティクルが設定されていると、読者はアーティクルに含まれないページや同一ペー
ジ内の一部を飛ばしてその PDFを読むことができます。これはちょうど新聞や雑誌で、関係のない部分は飛ばしながら
特定の記事だけを拾い読みするようなものです。アーティクルを読むときには、ページの表示が自動的に拡大または縮小
されたり、アーティクルの現在の部分が画面全体に表示されることがあります。

アーティクルスレッドを開いて移動する
1 ツール／選択とズーム／手のひらツールを選択するか、選択とズームツールバーの手のひらツールをクリックします。

2 表示／ナビゲーションパネル／アーティクルを選択して、アーティクルパネルを開きます。

注意：PDFをブラウザで表示している場合、アーティクルパネルを開くことはできません。PDFを Readerで開いた場
合にのみ使用できます。

3 アーティクルのアイコンをダブルクリックすると、そのアーティクルの先頭に移動できます。アイコンがアーティクル
をたどるポインタ に変わります。

注意：アーティクルパネルに何も表示されない場合、その PDFにはアーティクルスレッドが設定されていません。

4 アーティクルスレッドを開いた状態で、次のいずれかの操作を行います。

• アーティクルをウィンドウ単位でスクロールするには、Enterキーまたは Returnキーを押すか、アーティクルをク
リックします。

• アーティクルをウィンドウ単位で逆にスクロールするには、アーティクル内で Shiftキーを押しながらクリックするか、
Shift+Returnキーを押します。

• アーティクルの先頭に移動するには、アーティクル内で Ctrlキーまたは Optionキーを押しながらクリックします。

5 アーティクルの最後で、再度そのアーティクルをクリックします。

前のページの表示に戻り、ポインタがアーティクル終了ポインタ に変わります。

アーティクルを読むのを中止する
1 手のひらツールが選択されていることを確認します。

2 Shift+Ctrlキーまたは Shift+Optionキーを押しながらページをクリックするか、Enterキーまたは Returnキーを押
します。

前のページの表示に戻ります。

文書のプロパティの表示
PDFのプロパティを表示すると、文書のタイトル、使用しているフォント、セキュリティ設定などのファイル情報を見る
ことができます。この情報には文書の作成者によって設定されたものと、自動的に生成されたものがあります。

1 ファイル／プロパティを選択します。

2 文書のプロパティダイアログボックスの下記のタブをクリックします。

文書のプロパティ
概要 文書の基本情報を表示します。PDFの作成者によって、タイトル、作成者、サブタイトルおよびキーワードが設定
されている場合があります。Readerでは、これらの情報を使用して特定の文書を検索できます。「キーワード」は、検索
条件を絞り込むのに特に便利です。

多くの Web検索エンジンでは、検索結果一覧に文書のタイトルが表示されます。PDFにタイトルが付いていない場合
は、代わりにファイル名が表示されます。ファイルのタイトルは、必ずしもファイル名と同じではありません。
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詳細設定の領域に、PDFのバージョン、ページサイズ、ページ番号、文書がタグ付きかどうか、Web表示用に設定され
ているかどうかが示されます（ページサイズが複数ある PDFまたは PDFパッケージでは、最初のページのサイズが示さ
れます）。この情報は自動的に生成され、変更できません。

セキュリティ PDF内でどのような変更および機能が許可されているのかを示します。パスワード、証明書、セキュリ
ティポリシーが PDFに適用されている場合は、その方式がここにリストされます。

フォント 元の文書で使用されているフォントとフォントの種類、表示用に使用されている実際のフォントとフォントの種
類、およびエンコーディングが一覧表示されます。

代替フォントが使用されているときに文書がきれいに表示されない場合は、システムに元のフォントをインストールする
か、元のフォントを文書に埋め込んで文書を作成し直すように作成者に依頼してください。

詳細設定 PDFの設定、印刷ダイアログのプリセット、文書の読み上げオプションを示します。

カタログインデックスファイル（PDX）を PDFに関連付けることもできます。その PDFが PDFを検索ウィンドウで検
索された場合、指定の PDXファイルでインデックスされているすべての PDFも同じように検索対象となります。

トラップなど、その文書のプリプレス情報を含めることができます。文書の印刷プリセットを定義できます。その結果、
印刷ダイアログボックスに文書に固有の値が入力されます。読み上げオプションを設定し、スクリーンリーダーまたはそ
の他の支援デバイスによって PDFを読み上げる方法を指示することもできます。

PDFパッケージ内のコンポーネントの表示、並べ替えおよび検索
PDFパッケージ内のコンポーネントを表示、並べ替え、および検索することができます。詳しくは、アドビシステムズ
社の Webサイトにある PDFパッケージ内のコンポーネントの表示、並べ替え、および検索を参照してください。

ムービー、サウンドおよび 3Dモデルの表示
PDFには、ビデオクリップ、デジタルオーディオ、3Dモデルを含めることができます。これらは、パーツごとに移動、
回転、ズームインおよび検証を行うことができます。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにあるムービー、サ
ウンドおよび 3Dモデルを参照してください。

PDFの表示に関する環境設定
環境設定ダイアログボックスを使用して、デフォルトのページレイアウトの設定や、アプリケーションに対する様々なカ
スタマイズができます。環境設定を変更するには、編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定
（Macintosh）を選択し、「分類」で目的のパネルを選択します。PDFの表示に関して、「文書」、「一般」、「マルチメディ
ア」、「ページ表示」の環境設定オプションを調べます。

環境設定は使用時のアプリケーションの動作をコントロールするもので、特定の PDF文書に関する設定ではありません。

関連項目

47ページの「アクセシビリティ環境設定」

文書の環境設定

開き方の設定
各文書を独立したウィンドウに表示（再起動が必要）Readerの 1つのインスタンスで複数の PDFを開くのではなく、複数
の Readerウィンドウを作成します。

文書を再び開くときに前回のビュー設定を復元 1回の作業セッションの間に同じ文書を再び開くと、自動的に前回表示して
いたページから再開します。

他のファイルへのリンクを同じウィンドウで開く 現在の文書を閉じて、リンク先の文書を同じウィンドウで開き、開いてい
るウィンドウの数を最小限にします。ただし、リンク先の文書が別のウィンドウで既に開いている場合は、リンクをク
リックしても現在の文書は閉じません。このオプションを選択解除すると、別の文書へのリンクをクリックするたびに新
しいウィンドウが開きます。

http://www.adobe.com/go/rdr8_package_view_search_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_movie_sound_3D_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_movie_sound_3D_jp
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文書内のレイヤーの初期状態を使用 レイヤーがある PDF文書を開くとき、レイヤーの表示および非表示の状態を、文書の
作成者が指定したとおりに設定します。

メニューバー、ツールバーおよびウィンドウコントロールの非表示設定 PDF文書を開くとき、メニューバー、ツールバーお
よびウィンドウコントロールを非表示にするかどうかを設定します。

最近使用した文書にリストする数 Windowsでファイルメニューに一覧表示される文書または Macintoshでファイル／最
近使ったファイルを開くを選択して一覧表示される文書の最大数を設定します。デフォルト値は Windowsでは 5、
Macintoshでは 9です。

保存の設定
文書の変更を一時ファイルに自動的に保存する間隔 開いている文書への変更を自動的に保存する間隔を指定します。

Web表示用に最適化して保存 PDF文書を再構築し、Webサーバから 1ページ単位でダウンロードできるようにします。

フルスクリーンモードの環境設定

フルスクリーンモードの設定
現在の文書のみ 表示中の PDFにのみフルスクリーンモードを適用します。

1ページ全体をフルスクリーン表示 単一ページ単位で、ページを全体表示にします。

文書がフルスクリーンモードを要求時に警告 フルスクリーンモードに入る前にメッセージを表示します。このオプションを
選択すると、このメッセージでの「次回から表示しない」の以前の選択は無視されます。

使用するモニタ フルスクリーンモードで表示するモニタを指定します（マルチモニタ環境で作業するユーザ向けのオプ
ションです）。

フルスクリーンモードの切り替え方法
Escキーで取り消し Escキーを押すとフルスクリーンモードが終了するようにします。このオプションを解除している場
合は、Ctrl+Lキーまたは Command+Lキーを押してフルスクリーンモードを終了できます。

ナビゲーションバーを表示 文書の設定に関係なしに最小限のナビゲーションツールバーを表示します。

左クリックで次のページ、右クリック（Controlキー +クリック）で前のページを表示 マウスで PDF文書をクリックすると
表示ページが切り替わるようにします。このオプションを解除している場合は、Returnキー、Shift+Returnキー（前の
ページに戻る）、または矢印キーを押して表示ページを切り替えます。

最初のページへ戻る PDF文書を最後のページまで表示した後にページを切り替えると、最初のページに戻るようにしま
す。このオプションは、広告の表示によく使用されます。

表示ページを切り替える間隔 表示するページを自動的に切り替える間隔を秒単位で指定します。自動切り替えを選択して
いる場合でも、マウスやキーボードによる手動のページ切り替えは可能です。

フルスクリーンモードの表示
背景色 フルスクリーンモードのときウィンドウの背景に使用する色を指定します。カラーパレットからカラーを選択して
背景色をカスタマイズできます。

マウスカーソル フルスクリーンモードの動作中にポインタを表示するかどうかを指定します。

フルスクリーンモードの効果
すべての効果を無視 フルスクリーンモードのプレゼンテーションで、ページ切り替え時の表示効果を使用しないようにし
ます。

デフォルトの効果 ページ切り替え時の表示効果が指定されていない文書をフルスクリーンモードで表示するとき、ページ
切り替え時に使用する表示効果を指定します。

方向「下へ」、「左へ」、「水平」など、選択されたデフォルトの表示効果の流れを決定します。使用できるオプションは効
果によって異なります。方向オプションが選択されたデフォルトの効果に効果がない場合、そのオプションは使用できま
せん。
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ナビゲーションコントロールの方向 次のページに進むときの上から下に表示する効果や、前のページに戻るときの下から
上に表示する効果など、プレゼンテーション内を進む様子を模擬します。方向オプション付きの効果の場合にのみ使用で
きます。

一般環境設定

基本ツール
単一のショートカットキーでツールを使用可能にする 単一のキーストロークでツールを選択できるようにします。この設定
はデフォルトでオフになっています。

URLからリンクを作成 Acrobatを使用して作成されていないリンクを PDF文書内で自動的に識別し、クリック可能なリ
ンクにするかどうかを指定します。

手のひらツールでテキストを選択可能にする 手のひらツールが PDF内のテキスト部分の上ではテキスト選択ツールとして
機能するように設定します。

アーティクルの上でカーソルを変える アーティクルスレッドの上に置いたときに手のひらツールのポインタの外観を変更し
ます。最初のクリックで、アーティクルが文書ウィンドウの横方向に合わせてズームされ、その後のクリックではアー
ティクルスレッドがたどられます。

マウスホイールでズームを可能にする マウスホイールの動作をスクロールからズームに変更します。

選択ツールでテキストの前に画像を選択 選択ツールでの選択順序を変更します。

スナップショットツール画像に固定解像度を使用 スナップショットツールで取り込んだ画像をコピーするときの解像度を設
定します。

警告
編集の警告を表示しない リンク、ページ、サムネール画像、しおりなどを削除するときに表示される警告を無効にします。

すべての警告をリセット デフォルトの警告設定に戻します。

印刷
印刷のプレビューを有効にする 印刷ダイアログボックスでの印刷プレビューの表示を制御します。このオプションの選択
を解除すると、プレビューが高速化されます。

アプリケーションの起動
スプラッシュスクリーンを表示 アプリケーションが起動するたびに、スプラッシュスクリーンを表示するかどうかを指定
します。

承認されたプラグインのみを使用 Adobe承認のサードパーティのプラグインだけを読み込みます。

ページ表示の環境設定

デフォルトレイアウトとズーム

解像度
システムの設定を使用 モニタの解像度にシステムの設定を使用します。

カスタム解像度 モニタの解像度を設定します。

レンダリング
テキストのスムージング 適用するテキストスムージングの種類として、「なし」、「CRTモニタ用」、または「液晶画面用」
を指定します。

ラインアートのスムージング スムージングを適用して、ライン内の急な角度を削除します。

画像のスムージング スムージングを適用して、画像内の急な変化を最小限にします。
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ローカルフォントを使用 使用しているシステムにインストールされたローカルフォントを、アプリケーションで使用する
か無視するかを指定します。選択していない場合、PDFに埋め込まれていないフォントには代替フォントが使用されま
す。フォントの置き換えができない場合は、そのフォントのテキストが黒丸で表示され、エラーメッセージが表示されま
す。

2D GPUアクセラレーションを使用 使用しているコンピュータのハードウェアが 2D GPUアクセラレーションをサポー
トしている場合にのみ表示されます。ページコンテンツのズーム、スクロールおよび再描画の処理速度を高速化します。
また、2Dの PDFコンテンツの描画や操作も速くなります。このオプションはデフォルトではオフになっています。

注意：ページ表示の環境設定に「2D GPUアクセラレーションを使用」オプションが表示されても使用できない場合は、
GPUカードのドライバを更新してこのハードウェア機能を有効にする必要があります。更新されたドライバについては、
カードのベンダーかコンピュータのメーカーにお問い合わせください。

ページキャッシュを使用 現在のページを表示するより前に、次のページをバッファ内に用意しておき、ページの切り替え
に要する時間を短縮します。

ページコンテンツと情報
データ量の多い画像を表示 データ量の多い画像も省略せずに表示します。システムの処理速度が遅くて画像の多いページ
をすばやく表示できない場合は、このオプションの選択を解除できます。

オーバープリントプレビュー オーバープリントプレビューのオンとオフを切り替えます。オーバープリントプレビュー
モードを使用すると、印刷出力のインキのエイリアス効果を画面で確認できます。文書内に 2つの類似した特色があって
一方のみが使用される場合などに、プリンタまたはサービスプロバイダはインキのエイリアスを作成することがありま
す。

アートサイズ、仕上がりサイズ、裁ち落としサイズを表示 文書内に定義されたアートサイズ、仕上がりサイズおよび裁ち落
としサイズをすべて表示します。

透明グリッドを表示 透明オブジェクトの背景にグリッドを表示します。

論理ページ番号を使用 PDF内のページ通し番号をページに印刷される番号と一致させるために、「ページ番号」コマンド
を有効にします。ページナビゲーションツールバー、ページ指定ダイアログボックスおよび印刷ダイアログボックスで、
ページ番号の後にページ通し番号を括弧で囲んで表示します。例えば、最初のページに印刷される番号が iの場合は i

（1/1）と表示します。このオプションが選択されていない場合、ページには 1から始まるアラビア数字で番号が付けられ
ます。このオプションを選択すると、Webブラウザで「進む」や「戻る」をクリックしたときの予期しない動作を防ぐこ
とができます。

常に文書ページサイズを表示 水平スクロールバーの近くにページの寸法を表示します。

スムーズズーミングを使用 選択していないと、アニメーション効果がオフになり、パフォーマンスが向上します。

スムーズスクロールを使用 選択していないと、アニメーション効果がオフになり、パフォーマンスが向上します。

検索
Adobe Readerでは、検索ウィンドウまたは検索ツールバーを使用して PDF内のコンテンツの検索を実行できます。詳
しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある PDFファイルの検索を参照してください。

PDFレイヤーの操作
PDF内のレイヤー化されたコンテンツを表示、操作、印刷することができます。詳しくは、アドビシステムズ社の Web

サイトにある PDFレイヤーについて、レイヤーの表示 /非表示の切り替えおよびレイヤーを持つ内容の編集を参照してく
ださい。

http://www.adobe.com/go/rdr8_search_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_layer_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_layer_show_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_layer_edit_jp
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PDFの表示の調整

ページの表示倍率の調整
選択とズームツールバーに表示されるツールを使用して、PDF文書の表示倍率を変更できます。デフォルトのズームツー
ルバーに表示されているのは一部のツールのみです。すべてのツールを表示するには、選択とズームツールバーを右ク
リックまたは Controlキーを押しながらクリックし、個々のツールを選択するか、「すべてのツールを表示」を選択する
か、または「その他のツール」をクリックし、個々のツールを選択または選択解除します。

• マーキーズームツールはいくつかの方法で使用できます。ページ内で表示範囲を満たしたい部分の周りの長方形をド
ラッグできます。または、単にマーキーズームツールをクリックすると、クリックした点を中心にプリセットされたレ
ベルずつ表示倍率が上がります。プリセットされたレベルずつ表示倍率を下げるには、Ctrlキーまたは Optionキーを
押しながらマーキーズームツールをクリックします。

• ダイナミックズームツールは、上にドラッグするとズームインし、下にドラッグするとズームアウトします。マウスホ
イールを使用する場合は、ホイールを前に回転するとズームインし、後ろに回転するとズームアウトします。

• ズームインボタンとズームアウトボタンでは、プリセットされたレベルずつ表示倍率を変更できます。

•「ズーム値」オプションでは、数値を入力して表示倍率を変更するか、ポップアップメニューから倍率を選択できます。

•「100％表示」では、100％の倍率でページが表示されます。

•「幅に合わせる」では、PDFが文書ウィンドウの横方向を満たすように倍率が調整されます。

•「全体表示」では、1ページが文書ウィンドウ内に収まるように倍率が調整されます。

• ウィンドウのパン＆ズームツールでは、パン＆ズームウィンドウに表示されるページのサムネール内の枠で囲まれた部
分が文書ウィンドウに表示されます。この枠の位置や大きさを変更して、表示倍率や表示範囲を調整します。

• ルーペツールでは、文書ウィンドウに表示される長方形の内部が、拡大されてルーペツールウィンドウに表示されま
す。この長方形の位置や大きさを変更して、表示倍率や表示範囲を調整します。

ページをウィンドウに合わせて表示する
• ページ全体が文書ウィンドウ内に収まるようにサイズ変更するには、表示／ズーム／全体表示を選択します。

• ページの幅をウィンドウの幅に合わせて表示するには、表示／ズーム／幅に合わせるを選択します。この場合は、ペー
ジ全体がウィンドウ内に収まらないことがあります。

• ページの高さをウィンドウの高さに合わせて表示するには、表示／ズーム／高さに合わせるを選択します。この場合
は、ページ全体がウィンドウ内に収まらないことがあります。

• ページに含まれるテキストや画像の幅がウィンドウの幅に合うように表示するには、表示／ズーム／描画領域の幅に合
わせるを選択します。この場合は、ページ全体がウィンドウ内に収まらないことがあります。

文書のサイズ変更用のショートカットキーを調べるには、表示メニューを開きます。

ページを実際のサイズで表示する
❖ 表示／ズーム／ 100％表示を選択します。

PDFのページの実際のサイズは通常 100％ですが、PDF文書が作成されたときに別の倍率が設定されている場合があり
ます。

ズームツールを使用した表示倍率の変更
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• ツールバーのズームインボタン またはズームアウトボタン をクリックします。

• 選択とズームツールバー上の表示倍率の値が表示されているボックスにパーセントの数値を入力するか、ポップアップ
メニューから数値を選択します。

• マーキーズームツール をドラッグして、文書ウィンドウに合わせて拡大表示したい部分を指定します。
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• ダイナミックズームツール を選択し、拡大表示するには上にドラッグ、縮小表示するには下にドラッグします。

マーキーズームツールを選択しているときは、Ctrlキーまたは Optionキーを押しながらクリックするか、Ctrlキー
または Optionキーを押しながらドラッグしてズームアウトできます。Shiftキーを押したままにすると、一時的に

マーキーズームツールからダイナミックズームツールに切り替わります。

ページサムネールを使用した表示倍率の変更
1 ウィンドウの左端にある「ページ」ボタンをクリックして、ページパネルを表示します。

2 現在のページのサムネールを選択し、サムネールに表示されている枠の右下隅にポインタを置きます。ポインタの形状
が両方向矢印に変わります。

3 枠の隅をドラッグして、ページの表示範囲を拡大または縮小します。

4 必要に応じて、サイムネール内のズームボックスフレームの上にポインタを移動し、ポインタが手のひらアイコンに変
わったら、フレームをドラッグしてページ内の異なる部分を文書ウィンドウに表示します。

デフォルトの表示倍率の変更
1 編集／環境設定を選択します。

2「分類」で「ページ表示」を選択します。

3 ズームポップアップメニューを開き、デフォルトの倍率レベルを選択します。

ページのレイアウトと向きの設定
ページレイアウトの変更は、ズームアウトして大まかな文書レイアウトを把握したい場合に特に便利です。次の 4種類の
ページレイアウトで PDF文書を表示できます。

単一ページ 一度に 1ページ分だけを表示します。他のページは表示されません。

連続ページ ページを縦に続けて表示します。

見開きページ 見開きの 2ページずつ表示します。他のページは表示されません。

連続見開きページ 2つのページを横に並べ、縦に続けて表示します。

注意：3ページ以上の文書の場合、見開きページレイアウトおよび連続見開きページレイアウトでは見開きページとして
表示するため、1ページ目は文書ウィンドウの右側に単独で表示されます。

ページレイアウトの設定
• 一度に 1ページだけ表示するには、表示／ページ表示／単一ページを選択します。

• 一度に 2ページを横に並べて表示するには、表示／ページ表示／見開きページを選択します。

• 1ページずつ連続して下にスクロールするには、表示／ページ表示／連続ページを選択します。

• 一度に 2ページずつ連続して下にスクロールするには、表示／ページ表示／連続見開きページを選択します。

ページ表示ツールバーに、これらのオプション用のボタンを表示することもできます。それには、ツール／ツールバーの
カスタマイズを選択し、その他のツールダイアログボックスでボタンを選択します。

注意：単一ページレイアウトで、編集／すべてを選択を選択すると、現在のページ内のすべてのテキストが選択されま
す。他のレイアウトで表示しているときは、その文書のすべてのテキストが選択されます。

ページの回転表示
ページの向きは 90度ずつ回転できます。この操作で変更されるのはページの表示方法だけで、実際のページの向きは変
更されません。また、この変更は保存できません。

❖ 表示／表示を回転／右 90゜回転または左 90゜回転を選択するか、ツールバーの右 90゜回転ボタン または左 90゜
回転ボタン をクリックします。
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デフォルトのページレイアウトの変更
1 編集／環境設定を選択します。

2「分類」で「ページ表示」を選択します。

3 ページレイアウトポップアップメニューを開き、「自動」、「連続ページ」、「単一ページ」、「見開きページ」、または「連
続見開きページ」を選択します。

文書を複数のウィンドウに表示
新規ウィンドウを使用して同じ文書に対して複数のウィンドウを開くことができます。新規ウィンドウは元のウィンドウ
と同じサイズ、倍率、レイアウトで、元のウィンドウの上に重ねて表示され、同じページが開きます。新規ウィンドウを
開くと、元のファイル名の最後に 1が付き、新規ウィンドウでは同じ名前の最後に 2が付きます。新規ウィンドウを追加
するごとに、最後に付く番号の値が増えます。1つのウィンドウを閉じると、残りの開いているウィンドウの番号が付け
替えられます。例えば、5つのウィンドウを開いているときに、3番目のウィンドウを閉じると、残りのウィンドウが 1

から 4までの通し番号に付け替えられます。

注意：この機能は、PDFをブラウザで開いているときには使用できません。

新規ウィンドウを開く
❖ ウィンドウ／新規ウィンドウを選択します。

ウィンドウを閉じる
❖ ウィンドウのクローズボックスをクリックします。変更を加えている場合は、変更を保存することを促すメッセージが
表示されます。複数のウィンドウを開いている場合は、1つのウィンドウを閉じても文書は閉じません。

文書のすべての開いているウィンドウを閉じる
❖ ファイル／閉じるを選択します。各ウィンドウを閉じる前に、変更を保存することを促すメッセージが表示されます。

画面に表示されていないページ領域の表示
倍率を高くして拡大表示すると、ページの一部しか画面に表示されないことがあります。表示領域を移動することによっ
て、倍率を変更せずに他の部分を表示することができます。

❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• 垂直スクロールバーを上下に動かすか、水平スクロールバーを左右に動かします。

• 選択とズームツールバーの手のひらツール、またはツール／選択とズーム／手のひらツールを選択し、ドラッグして
ページを動かします（机の上にある紙を動かす要領で行います）。

図面用に表示ビューでの PDFの表示
「図面用に表示」では、表示倍率に関係なしに一定の線幅（1ピクセル）を線に適用します。文書を印刷すると、線幅は実
際の幅で印刷されます。「図面用に表示」はデフォルトでオフになっています。

❖ 表示／図面用に表示を選択します。「図面用に表示」を終了するには、表示／図面用に表示をもう一度選択します。

注意：Webブラウザで PDFを表示する場合、「図面用に表示」は使用できません。

オブジェクトの高さ、幅および面積の測定
ものさしツールバーには、PDF文書内のオブジェクトの間隔やオブジェクトが占有する面積を測定するためのツールが用
意されています。フォームや CAD図面の上にあるオブジェクトの間隔や面積を調べる必要がある場合、または、印刷業
者に送信する前に文書内の特定の領域を測定したい場合などに、ものさしツールが役立ちます。ものさしツールは、PDF

作成者が ユーザに対して測定機能を有効にした場合にのみ使用できます。

ものさしツールを使用して線分を引くと、その線分の測定値がツールのダイアログボックスに表示されます。
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ものさしツール
A.ものさしツールバー B.測定対象のオブジェクト C.ツール表示

1 ツール／ものさしを選択し、ものさしツールを選択します。または、ツールバー領域を右クリックするか、Control

キーを押しながらクリックし、「ものさし」を選択します。

2 PDF文書内の面積を測定するには、次のいずれかの操作を行います。

• 2点間の間隔を測定するには、間隔ツール を選択します。第 1の点をクリックし、ポインタを第 2の点まで移
動してもう一度クリックします。測定値がツールダイアログボックスに表示されます。

• 複数の点を指定して、それらの間隔の合計を測定するには、周辺ツール を選択します。測定したい各点をクリック
します。最後の点をダブルクリックするか、最後の点にポインタを重ねてもう一度クリックします。

• 指定した線分に囲まれた領域の面積を測定するには、領域ツール を選択します。測定したい各点をクリックしま
す。2つ以上の点を指定してから、最初の点にポインタを重ねてもう一度クリックすると、領域の測定が完了します。

注意：領域の測定を完了するには、右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックし、コンテキストメニューから
「測定を完了」を選択することもできます。

3 オブジェクトの測定中に、次の操作を行うことができます。

• 描画領域のスケール比率（3:2など）を変更するには、数値をツールダイアログボックスに入力します。別の測定単位
を指定する場合は、数値の隣に表示された単位を変更します。

• 描画する線を注釈として表示する場合は、ツールダイアログボックスの「注釈を作成」を選択します。次に、手のひら
ツールでコメントをダブルクリックすると、描画する線分の測定値が表示されます。「注釈」が選択されていない場合、
描画したオブジェクトは、別のオブジェクトを測定したり別のツールを選択したりすると見えなくなります。

サムネール画像としおり

サムネール画像について
サムネール画像とは、文書内のページを縮小してプレビュー表示したものです。Readerでサムネール画像を使用すると、
選択したページに直接ジャンプしたり、ページの表示を調整したりすることができます。

サムネール画像を移動すると、該当するページが実際に移動されます。

A

B

C
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しおりについて
しおりは、ナビゲーションパネルウィンドウのしおりパネルにある目次テキストへのリンクの一種です。各しおりを使用
して、文書内の別の表示またはページに移動することができます。しおりは、PDFを作成するときに、ほとんどのデスク
トップパブリッシングアプリケーションで作成した文書の目次の項目から自動的に生成されます。そうしたしおりは、タ
グが付けられることが多く、PDFでの編集に使用できます。

しおりの編集
しおりの属性はいつでも変更できます。

テキスト表示方法を変えてしおりを読みやすくすることができます。

長いしおりのテキストを折り返す
❖「しおり」ボタンをクリックして、オプションメニューから「長いしおりを折り返す」を選択します。

ナビゲーションパネルウィンドウの幅に関係なく、長いしおりのテキストがすべて表示されます（このオプションは、
チェックがついているときは有効で、ついていないときは無効です）。

しおりのテキスト表示方法の変更
読者の注意を引くように、しおりの表示方法を変更することができます。

1 しおりパネルで、1つまたは複数のしおりを選択します。

2 フォントサイズを変更するには、オプションメニューで「文字のサイズ」をポイントして、小、標準または大を選択し
ます。

PDFの保存

PDFの保存について
通常、PDFのコピーを保存することができます。文書の作成者によって追加の使用権限が設定されている場合、文書への
注釈の保存、フォームフィールドへの入力、電子署名の追加などを行うことができます。追加の使用権限が付けられてい
る場合は、許可されている権限または制限されている権限についてツールバーの下の文書メッセージバーに表示されま
す。

ファイル権限で許可されている場合は、PDFの内容をテキスト形式で保存することもできます。テキスト形式で保存する
ことによって、PDF文書のテキストを再利用したり、スクリーンリーダーや拡大鏡などの支援テクノロジを使用して文書
の内容を読むことができるようになります。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある注釈、フォームフィー
ルドへの入力および電子署名の保存および PDFに対する変更の防止を参照してください。

PDFのコピーの保存
1 ファイル／名前を付けて保存（「名前を付けて保存」が表示されない場合は「コピーを保存」）を選択します。

2 名前を付けて保存ダイアログボックスで、ファイル名と保存先を指定して「保存」をクリックします。

この場合、ファイルは PDF形式でのみ保存できます。

テキストファイルとして PDFを保存
1 ファイル／テキストとして保存を選択します。

2 テキストとして保存ダイアログボックスで、ファイル名と保存先を指定して「保存」をクリックします。

拡張子 .txtの付いたファイルが保存されます。

追加機能の使用権限が設定された文書で作業している場合、Adobe Readerでは文書の変更内容が 5分ごとに自動的
に保存されます。自動的に保存する間隔は、環境設定ダイアログボックスの一般パネルで変更できます。

http://www.adobe.com/go/rdr8_comment_form_sig_save_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_comment_form_sig_save_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_change_loss_prevent_jp
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PDFコンテンツの再使用

テキストと画像の選択およびコピー
PDF内のコンテンツは、テキストと画像を選択してコピーすれば再利用することができます。詳しくは、アドビシステ
ムズ社の Webサイトにあるテキストの選択およびコピーと画像のコピーを参照してください。

スナップショット
スナップショットツールを使用して、選択されている内容すべてをコピーします。詳しくは、アドビシステムズ社の
Webサイトにあるページのスナップショットを参照してください。

http://www.adobe.com/go/rdr8_text_copy_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_image_copy_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_snapshot_take_jp
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第 4章：印刷

クイックドラフトをインクジェットプリンタまたはレーザプリンタに送る場合や、マルチカラーの文書を外部の印刷・出
力会社に送る場合、またはカスタムページサイズの複雑な技術文書を印刷する場合でも、印刷ダイアログボックスでオプ
ションを設定することにより、最終的な文書が意図したとおりに出力されます。

基本の印刷処理

PDFの印刷
目的の印刷オプションが印刷ダイアログボックスに表示されている場合は、プリンタドライバではなく印刷ダイアログ
ボックス内で設定を行うようにします。

1 ファイル／印刷設定（Windows）またはファイル／ページ設定（Macintosh）を選択し、用紙のサイズ、ページの向
き、およびその他の一般的な印刷オプションを選択します。オプションは、プリンタやプリンタドライバによって異なり
ます。詳しくは、プリンタドライバのマニュアルを参照してください。

2 注釈（ノート注釈など）を印刷する場合は、環境設定ダイアログボックスの注釈を開き、「ノートとポップアップを印
刷」を選択します。

注意：Windowsで環境設定を開く場合は、編集／環境設定を選択します。Macintoshでは、Reader／環境設定を選択
します。

3 印刷ボタン をクリックするか、ファイル／印刷（Windows）またはファイル／プリント（Macintosh）を選択し
ます。

4 印刷ダイアログボックスの上部にあるメニューからプリンタを選択します。

5（Macintosh）プリセットポップアップメニューから既に保存されている設定を選択します。

6 Windowsでは、「プロパティ」をクリックして、そのプリンタドライバで利用可能な追加オプションを設定します。
Macintoshでは、プリンタ設定ユーティリティを使用してプリンタのドライバオプションを設定します。

7 注釈またはフォームを印刷する場合は、注釈とフォームポップアップメニューからオプションを選択します。

8 印刷するページを指定し、「OK」をクリックします。

印刷ダイアログボックスのオプション
Readerの印刷ダイアログボックスにあるオプションは、そのほとんどが他のアプリケーションで使用されるオプション
と同じものです。

注釈とフォーム 印刷する表示コンテンツを指定します。

• 文書 文書の内容およびフォームフィールドが印刷されます。

• 文書と注釈 文書の内容、フォームフィールドおよび注釈が印刷されます。

• 文書とスタンプ 文書、フォームフィールドおよびスタンプは印刷されますが、ノートや鉛筆の線など他のマークアップ
は印刷されません。

現在の表示範囲／選択したグラフィック 現在の画面に表示されているページ領域（テキスト、注釈などを含む）を印刷しま
す。このオプションは、選択しているページがない場合（現在の表示範囲）、ページを選択している場合（選択したペー
ジ）、スナップショットツールを使用してページ上の領域を選択している場合（選択したグラフィック）に応じて名前が
異なります。

現在のページ 現在画面に表示されているページを印刷します。
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ページ 開いている PDFで印刷するページの範囲を指定します。範囲はハイフンを使用して指定します。複数のページま
たは複数の範囲を指定する場合は、それぞれをコンマまたはスペースで区切ります。ページ表示の環境設定で「ページ番
号を使用」オプションを選択している場合、ローマ数字または実際のページ番号を使用して、ページに印刷される番号に
一致する番号を入力することができます。例えば、文書の最初のページに「iii」というページ番号が付いている場合、そ
のページを印刷するには「iii」または「1」と入力します。「奇数ページのみ」または「偶数ページのみ」を選択した場
合、印刷される範囲内のページもその設定に従います。例えば、印刷範囲を「2, 7–10」に指定して「偶数ページのみ」を
選択すると、2ページ、8ページ、および 10ページが印刷されます。

特定のページから文書の最後のページまで印刷する場合は、ページ番号にハイフンを付けて入力します。例えば
「11-」と入力すると、11ページから文書の最後のページまでが印刷されます。

印刷「範囲内のすべてのページ」を選択するか、「奇数ページのみ」または「偶数ページのみ」を選択します。指定した範
囲内のページのみが印刷されます。

逆順に印刷 ページが逆順に印刷されます。ページ範囲が入力されている場合は、入力された順序と逆の順序でページが印
刷されます。例えば、「ページ」ボックスに「3–5, 7–10」と表示されている場合、「逆順に印刷」を選択すると、まず 10

ページから 7ページまでが印刷され、続いて 5ページから 3ページまでが印刷されます。

ページの拡大 /縮小 印刷するときにページを縮小、拡大、または分割します。

• なし 拡大または縮小せずに、ページの左上部または中央部（自動回転と中央配置を選択した場合）が印刷されます。
用紙に入りきらないページや領域は自動的にトリミングされます。

• 用紙に合わせる 現在選択されている用紙サイズの印刷可能領域に合わせて、各ページが縮小または拡大されます。
PostScript®プリンタでは、用紙の印刷可能領域は PPDにより決まります。

• 大きいページを縮小 大きいページは、現在選択されている用紙サイズに合わせて縮小されますが、小さいページは拡大
されません。領域が選択され、かつその領域が現在選択されている用紙サイズの印刷可能領域より大きい場合、選択され
た領域が印刷可能領域に合わせて縮小されます。

• 1枚に複数ページを印刷 N-up印刷が有効になり、1枚の用紙に複数ページを印刷できます。このオプションが選択さ
れている場合は、「1枚あたりのページ数」、「ページの順序」、「ページ境界線をプリント」および「ページの自動回転」の
設定を行うことが可能です。

注意：Acrobatの N-up印刷は、プリンタドライバの N-up印刷とは無関係に機能します。Readerの印刷設定には、プ
リンタドライバの N-up設定は反映されません。N-up印刷は、Readerかプリンタドライバかのいずれか一方で選択しま
す。

• 小冊子の印刷 1枚の用紙に複数のページが印刷されます。ただし各ページは、用紙を折りたたんだときに順序が正しく
なるよう配置されます。ただし、プリンタが両面印刷（用紙の裏表に印刷する方式）をサポートしていることが必要で
す。Readerでは、小冊子の印刷を行う際、（プリンタがサポートしていれば）両面印刷が自動的に有効になります。

1枚あたりのページ数 N-up印刷の実行中に、定義済みのページ数またはカスタムのページ数（最大 99）を横および縦方
向に印刷します。Readerでは、メニューから定義済みのページ数を選択すると、用紙の最適な向きが自動的に選択され
ます。

ページの順序 N-up印刷を選択した場合に、用紙上でのページ順序を定義します。「横」を選択すると、ページは左から
右、上から下に配置されます。「横（右から左）」を選択すると、ページは右から左、上から下に配置されます。「縦」を
選択すると、ページは上から下、左から右に配置されます。「縦（右から左）」を選択すると、ページは上から下、右から
左に配置されます。（右から左）の両オプションは、日中韓言語の文書に適しています。

ページ境界を印刷 N-up印刷を選択した場合に、トリミングボックス（PDFページの境界）を描画します。

ページを自動回転 N-up印刷を選択して印刷を実行する際、PDFの向きをプリンタのプロパティで指定された向きに合わ
せます。

注意：「大きいページを縮小」オプションは、N-up印刷を使用した印刷では常にアクティブになります。したがって、
ページのサイズは、「自動回転と中央配置」オプションの設定とは無関係に、常に印字領域に合わせて縮小されます。

ファイルへ出力（Windows）文書のデバイス依存 PostScriptファイルを作成します。作成されるファイルには、デバイス
の特定の機能を有効にして制御し、ターゲットデバイス以外のデバイスとの互換性は低くなるコードが含まれます。ただ
し、PostScriptファイルを作成するときは、ファイル／名前を付けて保存（Windows）またはファイル／別名で保存
（Macintosh）コマンドを使用した方が良い結果を得られます。
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注意：PostScriptファイルは、PostScriptプリンタがなくても作成することができます。

印刷のヒント インターネット接続できる場合、このオプションを選択すると、印刷に関するトラブルシューティング情報
をアドビシステムズ社の Webサイトから取得できます。

詳細設定 追加の印刷オプションを設定するためのパネルを開きます どのオプションを使用できるかは、使用している
Acrobatまたは Readerアプリケーションによって異なります。

ページの一部の印刷
1 ツール／選択とズーム／スナップショットツールを選択します。

2 印刷する領域の周囲をドラッグします。

Readerにより、選択した領域がクリップボードにコピーされます。

3 ファイル／印刷を選択して、選択した範囲を印刷します。

レイヤーの印刷
通常は、レイヤーがある PDFを印刷すると、画面に表示されている内容だけが印刷されます。レイヤーがある PDFの作
成者は、透かし情報や機密情報などのレイヤーの内容を、画面上の表示に関係なく強制的に印刷させる（または印刷させ
ない）ように指定することができます。文書の設計により、実際に印刷されるものが画面上の現在の表示とは異なる場合
は、印刷ダイアログボックス（Windows）またはプリントダイアログボックス（Macintosh）にメッセージが表示され
ます。印刷ダイアログボックスのプレビュー画像は、常に印刷されるとおりにそのページを表示します。

注意：Acrobatでレイヤーを扱えるようにするには、オリジナルの文書を、Acrobat 6（PDF 1.5）以降のレイヤーを保持
するプリセットを使用して PDFに変換する必要があります。

レイヤーの印刷状態の表示
1 ナビゲーションパネルのレイヤーアイコン をクリックします。

2 オプションメニューから「印刷の設定を優先して適用」を選択します。

注意：PDFの作成時に指定した表示設定によっては、オプションメニューで「印刷の設定を優先して適用」を使用できな
い場合があります。

レイヤーの印刷設定の変更
1 ナビゲーションパネルのレイヤーアイコン をクリックします。

2 レイヤー領域を展開して、レイヤーを選択したら、オプションメニューから「レイヤーのプロパティ」を選択します。

3 レイヤーのプロパティダイアログボックスで、印刷ポップアップメニューから次のいずれかのオプションを選択しま
す。

常に印刷 常にレイヤーを印刷します。

常に印刷しない 常にレイヤーを印刷しません。

表示のときに印刷 印刷結果と画面上の表示を一致させます。

注意：Readerでは、レイヤーのプロパティダイアログボックスを開くことができますが、設定を変更することはできま
せん。

印刷時の文書の拡大 /縮小
大きい PDFを小さい用紙に印刷するために、文書の幅と高さを用紙に合わせて拡大 /縮小できます。

1 ファイル／印刷を選択します。

2 ページの拡大 /縮小メニューから、「用紙に合わせる」または「大きいページを縮小」を選択します。
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印刷の詳細設定
Readerでは、印刷の詳細設定ダイアログボックスで印刷の詳細な設定と 2バイトフォントのダウンロードを行います。
詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある印刷の詳細設定を参照してください。

PDFを印刷するその他の方法

小冊子の印刷
小冊子とは、複数のページからなる文書で、各ページは用紙を折りたたんだときに順序が正しくなるように配列されま
す。Readerでは、「小冊子の印刷」を使用して小冊子を印刷できます。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトに
ある小冊子についておよび小冊子の印刷を参照してください。

PDFパッケージの文書の印刷
PDFパッケージは、複数の文書で 1つの PDFを構成しています。PDFパッケージに含まれる文書は個別に、またはまと
めて印刷できます。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある PDFパッケージの文書の印刷を参照してくださ
い。

しおりタブからの印刷
「しおり」タブでは、しおりに関連付けられている文書を直接印刷することができます。詳しくは、アドビシステムズ社
の Webサイトにあるしおりタブからの印刷を参照してください。

http://www.adobe.com/go/rdr8_print_advanced_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_booklet_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_booklet_print_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_package_print_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_bookmark_print_jp
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第 5章：フォーム

インタラクティブな PDFは、フォームに入力したりフォーム内の情報を収集したりするプロセスを合理化できます。

クイックスタート

フィールドのあるフォームの入力
インタラクティブな PDFフォームには、選択または入力できるフォームフィールドか含まれます。

1 ラジオボタンなどのオプションをクリックして選択します。入力するテキストフィールドをクリックします。

2 Tabキーを押して前方に移動するか、Shift+Tabキーを押して後方に移動します。

3 終了したら、必要に応じて「送信」ボタンをクリックし、フォームを印刷するか、保存します（フォームの作成者が有
効にしている場合）。

インタラクティブでない PDFフォームに入力するには、タイプライターツール を使用します（有効になっている場
合）。

フォームフィールドがない PDFへの入力
PDFフォームにインタラクティブなフォームフィールドが含まれない場合でも、フォーム作成者がタイプライターツー
ル を有効にしていれば、フォームにオンラインで入力できます。

1 ツール／タイプライター／タイプライターツールを選択します。

2 PDFファイルの空白部分をクリックし、入力します。

3（オプション）ツール／タイプライター／タイプライターツールバーを表示を選択します。これらのツールを使用して、
入力したテキストのサイズまたは位置を変更します。

4 入力を完了したら、必要に応じて印刷します。

入力したフォームの返信
フォームデータを返すには、いくつかの方法があります。

1 インタラクティブなフォームを返信するには、次のいずれかの操作を行います。

•「送信」ボタンをクリックします。

• フォームを保存し、電子メールで送信します（フォームの作成者が有効にしている場合）。

• フォームを印刷し、郵送します。

2 インタラクティブではないフォームを返信するには、次のいずれかの操作を行います。

• タイプライターツールを使用してフォームに入力した場合は、フォームを印刷し、郵送します。

• フォームを印刷し、記入して、郵送します。
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フォームの基本

フォームについて
PDFフォームとは、紙のフォームのコンピュータベースのバージョンです。Readerを使用してフォームを表示したり、
入力することができます。フォームを印刷または保存できるかどうかは、フォーム作成者によって権限が付加されている
かどうかによって異なります。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある PDFフォームの概要、PDFフォー
ムの表示、PDFフォームの種類、印刷して保存する PDFフォームを参照してください。

フォームの環境設定
フォームの環境設定では、フォームの操作の様々な側面を制御できます。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイト
にあるフォームの環境設定を参照してください。

フォームデータのトラック
レビュートラッカーのフォーム領域を使用して、フォームをトラック、管理および整理することができます。詳しくは、
アドビシステムズ社の Webサイトにあるフォームトラッカーについてを参照してください。

PDFフォームへの入力

フォームの入力とクリア
PDFフォームにインタラクティブなフォームフィールドが含まれている場合、選択とズームツールバーにある手のひら
ツール や選択ツール を使用してフォームに入力することができます。インタラクティブなフォームフィールドの
上にポインタを置くと、ポインタのアイコンが次のいずれかに変わります。

• 人差し指のアイコン または人差し指とプラス記号のアイコン 。ボタン、ラジオボタン、チェックボックス、ま
たはリストの項目の上にポインタがあるときに表示されます。

• 矢印アイコン 。オプションの一覧から項目を選択できるときに表示されます。

• I型のアイコン 。フォームフィールドにテキストを入力できるときに表示されます。

フォームフィールドがインタラクティブでない場合は、基本のアイコンのまま変化しません。

インタラクティブでない PDFフォームは、印刷してから記入することができます。または、ツール／タイプライター／
タイプライターを選択し、タイプライターツールを使用して空白のフォームフィールド上に情報を入力してから、入力済
みフォームを印刷することもできます。

注意：テキストフィールドの中には、入力したデータの量に合わせて自動的にフィールドサイズが変更され、複数ページ
にわたることができる動的（ダイナミック）なフィールドもあります。

インタラクティブフォームへの入力
1 必要に応じて、手のひらツール または選択ツール のいずれかを選択します。

2（オプション）文書メッセージバーにあるフィールドをハイライト表示ボタン をクリックすると、フォームフィー
ルドを識別しやすくなります。フォームフィールドの背景が色付き（デフォルトは淡い青）で表示され、すべての必須
フォームフィールドが別の色（デフォルトは赤）のアウトラインで囲まれます。

3 入力する最初のフォームフィールド内をクリックすると、そのオプションが選択されるか、または入力を開始できるよ
うにフィールド内に I型のアイコンが配置されます。

4 選択またはテキストの入力が終了したら、必要に応じて次の操作を行います。

• フォームフィールドの変更を適用して次または前のフィールドに移動するには、それぞれ Tabキーまたは Shift+Tab

キーを押します。

http://www.adobe.com/go/rdr8_forms_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_form_view_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_form_view_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_form_category_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_form_print_save_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_form_preference_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_form_data_track_jp
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• ラジオボタンのグループ内で上向きまたは左向き矢印キーを押すと、前のラジオボタンを選択できます。下向きまたは
右向き矢印キーを押すと、次のラジオボタンを選択できます。

• フォームフィールドの変更を取り消して現在のフォームフィールドの選択を解除するには、Escキーを押します。
フォームをフルスクリーンモードで表示している場合は、もう一度 Escキーを押すとフルスクリーンモードが終了しま
す。

注意：現在のフォームフィールドが 1行のみのテキストボックスの場合、入力内容を受け入れてそのフィールドの選択を
解除するには、Enterキーまたは Returnキーを押します。現在のフィールドがチェックボックスの場合は、Enterキー
または Returnキーを押すと、チェックボックスのオンとオフが切り替わります。複数行のテキストフォームフィールド
では、Enterキーまたは Returnキーを押すと、同じフォームフィールド内の次の段落に移動します。いずれの場合も、
キーパッドの Enterキーを押すと、変更内容を受け入れて現在のフォームフィールドの選択を解除できます。

5 フォームフィールドに入力し終わったら、必要に応じて次の操作を行います。

•「フォームを送信」ボタンがある場合は、クリックします。このボタンをクリックすると、フォームデータは Webまた
は社内のイントラネットを介してデータベースに送信されます。

• ファイル／コピーを保存を選択し、コピーの保存先を指定します。

注意：フォームの作成者が Readerユーザに拡張権限を付与している場合、フォームに入力したデータを含むファイルを
保存することができます。それ以外の場合、保存されるコピーは未入力の状態になります。

• フォームを印刷します。

ブラウザでのフォームのクリア
❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• フォームに「フォームをリセット」ボタンがある場合は、クリックします。この操作は取り消しできません。

• ブラウザを終了し、再び起動します。

注意：Webブラウザの再読み込みボタン、更新ボタン、または戻るボタンをクリックする方法や、別のページへのリンク
をたどる方法では、フォームを完全にはクリアできない場合があります。

保存されていないフォーム入力データのクリア
❖ ファイル／復帰を選択します。

オートコンプリートオプションの変更
オートコンプリート機能は、ユーザが PDFフォームフィールドに入力したデータを保存し、他のフォームフィールドで
の入力時に前のフォームフィールドに入力した内容と一致する候補を示したり、自動的に入力したりします。候補はポッ
プアップメニューに表示され、ユーザはその中から一致するものを選択できます。オートコンプリート機能はデフォルト
ではオフになっているので、この機能を使用するには、フォームの環境設定で有効にする必要があります。

入力後にスペルミスに気づいて修正した場合などは、環境設定で入力データ候補の一覧を編集することによって、オート
コンプリートのメモリから入力データ候補を削除できます。

オートコンプリート機能を有効にする
1 編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定（Macintosh）を選択します。

2 左側の「フォーム」を選択します。

3「オートコンプリート」のメニューから「基本」または「アドバンスト」を選択します。

4 オートコンプリートのメモリに、フォームに入力した数値を保存する場合は、「数値データを保存」を選択します。

オートコンプリートメニューでオプションを選択すると、その選択がオートコンプリートの動作に及ぼす影響につい
ての説明が下のテキスト領域に表示されます。

オートコンプリートのメモリからの入力データ候補の削除
1 編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定（Macintosh）を選択します。
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2 左側の「フォーム」を選択します。

3「入力データ候補一覧を編集」をクリックします。

4 オートコンプリートの入力データ候補一覧ダイアログボックスで、次のいずれかの操作を行い、確認ダイアログボック
スで「はい」をクリックします。

• すべての入力データ候補を削除するには、「すべてを削除」をクリックします。

• 一部の入力データ候補を削除するには、入力データ候補を選択し、「削除」をクリックします。隣接している複数の入
力データ候補を選択するには、Shiftキーを押しながら項目をクリックします。隣接していない複数の入力データ候補
を選択するには、Ctrl/Commandキーを押しながら項目をクリックします。

バーコードを含むフォームへの入力
フォームにはバーコードフィールドが含まれている場合があります。バーコードフィールドは、フォーム内の他の情報を
キャプチャし、白黒のパターンとして表示します。記入者がバーコード領域自体に何かを行う必要はありません。コン
ピュータ上でフォームに入力すると、入力した情報がバーコードに取り込まれて、バーコードの外観が変化します。

重要：バーコードフィールドを含むフォームは、コンピュータ上で入力する必要があります。印刷したフォームに記入し
ないでください。フォームを紙に印刷して郵便やファックスなどで送付する場合は、すべてのフィールドに電子的に入力
してから印刷してください。

バーコードフィールドを使用すると、フォームを受け取ったユーザはバーコードをスキャンするだけで簡単にデータを収
集できます。その結果、入力データの正確で詳細な要約が得られます。

フォームの検索
PDF内の単語を検索する場合、テキストとして入力したものなのか、フォーム上のリストまたはメニューから選択したも
のなのかに関係なく、フォームフィールド内に表示されているすべてのテキストが、PDF内のその他のテキストと共に検
索の対象に含まれます。

❖ 次のいずれかの操作を行います。

• ツールバーの「検索」テキストボックスに、検索するテキストを入力し、Enterキーを押します。検索テキストの次の
出現箇所を探すには、もう一度 Enterキーを押します。

• 編集／検索を選択し、検索ウィンドウにテキストを入力します。次に、その他の基本的な検索オプションまたは高度な
検索オプションを選択し、「検索」をクリックします。

フォームの入力データのスペルチェック
ノートやフォームフィールドに入力したテキストをスペルチェックすることができます。注釈のスペルをチェックするに
は、まず注釈のウィンドウを開きます。

元の Adobe PDF文書のテキストはスペルチェックできません。

スペルミスの修正
❖ フォームフィールドまたは注釈のウィンドウ内の単語を右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックして、修
正候補一覧から正しい単語を選択します。

入力データと注釈のスペルチェック
1 編集／スペルチェック／注釈を選択します。PDF文書を Webブラウザに表示している場合は、編集ツールバーが開い
ていることを確認し、スペルチェック をクリックします。

2「開始」をクリックして、スペルチェックを開始します。スペルが間違っている単語が検出されると、「辞書にない単
語」ボックスに単語が表示されます。「修正候補一覧」に修正候補の単語が表示されます。
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3 スペルミスの可能性のある単語が「辞書にない単語」に表示された場合は、必要に応じて次の操作を行います。

• 認識されなかった単語を入力で編集します。変更を元に戻すには、「編集を元に戻す」をクリックします。変更内容を
適用するには、「変更」をクリックします。認識されなかった単語と同じ綴りのすべての単語を変更するには、「すべて
変更」をクリックします。

• 認識されなかった単語の正しい綴りを「修正候補一覧」セクションから選択し、「変更」をクリックします。または、
正しい綴りの単語を単にダブルクリックします。認識されなかった単語と同じ綴りのすべての単語を、選択した正しい
綴りの単語に変更するには、「すべて変更」をクリックします。

• 単語を変更せずにスペルチェックを続行するには、「無視」をクリックします。

• 指摘された単語をすべて無視するには、「すべて無視」をクリックします。指摘された単語をユーザ用辞書に追加した
い場合は、「追加」をクリックします。

4 手順 3での選択を行うと、次の認識されなかった単語（ある場合）がハイライト表示されます。「再開」ボタンが表示
されるまで、手順 3を繰り返します。

5「完了」をクリックします。

辞書の指定
1 編集／スペルチェック／辞書の編集を選択します。

2 使用する言語辞書を「辞書」オプションから選択して、「完了」をクリックします。

電子メールアプリケーションでのフォームの送信
PDFフォームの電子メールベースの送信ボタンをクリックしたときに、通常使用するデスクトップ電子メールアプリケー
ションを使用してフォームデータを送信できます。

1 PDFフォームの送信ボタンまたは返信ボタンをクリックします。

2 電子メールクライアントを選択ダイアログボックスで、「デスクトップ電子メールアプリケーション」を選択し、
「OK」をクリックします。

デフォルトの電子メールアプリケーションに新しい電子メールメッセージが表示され、宛先、件名、本文、添付ファイル
のフィールドが自動的に入力されます。

3 電子メールを送信します。

Webサービスでのフォームの送信
PDFフォームの電子メールベースの送信ボタンをクリックしたときに、Webベースの電子メールサービスを使用して
フォームデータを送信できます。

1 PDFフォームの送信ボタンまたは返信ボタンをクリックします。

2 電子メールクライアントを選択ダイアログボックスで、「Webメール」を選択し、「OK」をクリックします。

3「PDFファイルを保存」または「データファイルを保存」をクリックし、ファイルの保存先を指定して、「保存」をク
リックします。

4 Webベースの電子メールサービスにログインし、空の電子メールメッセージを新規作成します。

5 Acrobatの PDFファイルを送信ダイアログボックスで、「宛先」ボックス内のテキストをコピーします。

6 コピーしたテキストを空の電子メールメッセージの「宛先」ボックスに貼り付けます。件名およびメッセージテキスト
のボックスについても手順 6と 7を繰り返します。

7 手順 4で保存したファイルを電子メールメッセージに添付します。
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PDFフォームを後で送信する
PDFフォームの電子メールベースの送信ボタンをクリックしたときに、フォームデータを送信せずにコンピュータに保存
して、後で送信することができます。

1 PDFフォームの送信ボタンまたは返信ボタンをクリックします。

2 電子メールクライアントを選択ダイアログボックスで、「その他」を選択し、「OK」をクリックします。

3「PDFファイルを保存」または「データファイルを保存」をクリックし、ファイルの保存先を指定して、「保存」をク
リックします。

4 後でフォームデータを電子メールで送信するときのために、送信先、件名、メッセージテキストの各ボックスの値をメ
モします。

5 フォームデータを電子メールで送信するには、電子メールアプリケーションでメッセージを新規作成します。手順 4で
メモした送信先、件名、メッセージテキストの値を入力し、手順 4で保存したデータファイルを添付して、電子メールを
送信します。

フォームへの注釈の追加
追加機能の使用権限が付与された PDFフォームでは、フォームに注釈を追加できます。その権限が付与されているかどう
かを特定するには、文書メッセージバーを参照します。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにあるフォームへ
の注釈の追加を参照してください。

http://www.adobe.com/go/rdr8_form_comment_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_form_comment_jp
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第 6章：アクセシビリティ、タグ、および折り
返し

アクセシビリティ機能は、運動障害や視覚障害などの障害を持つユーザが Acrobatおよび PDFを使用できるように支援
します。

アクセシブルな PDFの操作

アクセシビリティ機能について
アクセシブルな PDFは、運動障害や視覚障害などの障害を持つユーザも使用することができます。Readerのアクセシビ
リティ機能は、障害のあるユーザも PDF文書の表示、PDF文書内での移動を簡単に行えます。詳しくは、アドビシステ
ムズ社の Webサイトにあるアクセシビリティ機能を参照してください。

アクセシビリティのチェック
アクセシビリティチェッカーの「クイックチェック」を使用すると、文書構造タグ、検索可能テキストおよびアクセシビ
リティに適したセキュリティ設定かどうかをチェックできます。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある
PDFのアクセシビリティのチェックを参照してください。

折り返しおよびアクセシビリティ機能を使用した PDFの読み上
げ

アクセシビリティ環境設定
Readerには、PDFが画面にどのように表示され、スクリーンリーダーによってどのように読み取られるかを制御する環
境設定など、視覚障害や運動障害のあるユーザにとって PDFの読み上げのアクセシビリティを高める環境設定がいくつ
か用意されています。

ほとんどのアクセシビリティ関連の環境設定は、アクセシビリティ設定アシスタントで指定できます。アクセシビリティ
設定アシスタントでは、これらの環境設定を指定する方法が画面に表示されます。アクセシビリティに影響を与える環境
設定の中には、読み上げ、フォームおよびマルチメディアに関連した環境設定など、アクセシビリティ設定アシスタント
で指定できないものがあります。環境設定ダイアログボックスでは、すべての環境設定を指定できます。

環境設定の中には、アクセシビリティ設定アシスタントと環境設定ダイアログボックスにそれぞれ別の名前で表示される
ものがあります。Readerのヘルプは、環境設定ダイアログボックスに表示される名前を使用します。

Readerおよび PDFのアクセシビリティ機能について詳しくは、アドビシステムズ社 Webサイトにあるアクセシビリ
ティのページを参照してください。

アクセシビリティ設定アシスタントを使用したアクセシビリティの設定
1 次のいずれかを実行して、アクセシビリティ設定アシスタントを開始します。

• 文書／アクセシビリティ／設定アシスタントを選択します。

•（Windowsのみ）スクリーンリーダーまたは拡大鏡が起動しているときに、Readerを起動します。

2 支援ソフトウェアおよび支援デバイスに対応した適切なオプションを選択します。

http://www.adobe.com/go/rdr8_accessibility
http://www.adobe.com/go/rdr8_accessibility_check
http://www.adobe.com/go/rdr8_accessibility_check
http://www.adobe.com/go/accessibility_jp
http://www.adobe.com/go/accessibility_jp
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アシスタントは、選択されたオプションに従って、支援ソフトウェアおよび支援デバイスに適した環境設定だけを提示し
ます。

3 画面に表示される指示に従います。「キャンセル」をクリックした場合は、Readerでは、アシスタントによって設定さ
れたデフォルトの環境設定が使用されます（非推奨）。

環境設定ダイアログボックスを使用したアクセシビリティの環境設定
1 編集／環境設定（Windows）または Acrobat／環境設定（Macintosh）を選択します。

2 環境設定ダイアログボックスの様々なパネルで、支援ソフトウェアおよび支援デバイスの環境設定を行います。

アクセシビリティの環境設定

環境設定のアクセシビリティパネルでの設定
カラーの表示を調整 この環境設定を選択した場合は、一覧からテキストと背景のコントラストカラーの組み合わせを選択
できます。また、独自の色の組み合わせを作成することもできます。これらの設定は、アクセシビリティ設定アシスタン
トの「文書テキストにハイコントラストカラーを使用」オプションに対応しています。

常にページレイアウトスタイルを使用 アクセシビリティ設定アシスタントの「ページレイアウトスタイルを上書き」オプ
ションに対応しています。

常に倍率設定を使用 アクセシビリティ設定アシスタントの「文書のズームを上書き」オプションに対応しています。

タブの順序が明示的に指定されていない場合は文書構造を使用 タブの順序を指定していない文書で、フォームフィールドお
よびリンクのナビゲーションを改善します。

テキスト選択カーソルを常に表示 このオプションは、拡大鏡を使用する場合に選択します。この環境設定は、アクセシビ
リティ設定アシスタントの「テキスト選択カーソルを常に表示」オプションに対応しています。

環境設定の文書パネルでの設定
文書の変更を一時ファイルに自動保存する間隔 この環境設定を選択解除すると、自動保存アクションが無効になります。
PDFを保存するたびにスクリーンリーダーや拡大鏡で文書を再読み込みするようにしてください。この環境設定は、アク
セシビリティ設定アシスタントの「文書の自動保存を無効にする」オプションに対応しています。

環境設定のフォームパネルでの設定
フィールドのハイライト表示の色および必須フィールドのハイライト表示の色 これらの環境設定は、ハイライト表示された入
力可能フォームフィールドに何の色を使用するかを指定します。アクセシビリティ設定アシスタントの「フィールドのハ
イライト表示の色」オプションと「必須フィールドのハイライト表示の色」オプションに対応しています。

オートコンプリート Readerがフォームフィールドへの入力を一部自動的に行うので、フォームフィールドへの入力作業
が簡素化されます。この環境設定は、アクセシビリティ設定アシスタントのオプションに対応していません。

環境設定のインターネットパネルでの設定
PDFをブラウザに表示 Webページからリンクされた PDFを別の ReaderウィンドウではなくWebブラウザで開きます。
スクリーンリーダーで文書を読む場合により細かく調整するには、この環境設定を選択しないでください。この環境設定
は、アクセシビリティ設定アシスタントの「PDF文書を Webブラウザに表示」オプションに対応しています。

環境設定のマルチメディアパネルでの設定
• サブタイトルがあれば表示

• 副音声があれば再生

• 追加のテキストキャプションがあれば表示

• 音声解説（解説ビデオ）があれば表示

これらの環境設定は、アクセシビリティ設定アシスタントのどのオプションにも対応していません。
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環境設定のページ表示パネルでの設定
ズーム 文書の画面上での倍率を設定して、折り返し表示された PDFを、視覚障害を持つユーザが読みやすいように表示
します。この環境設定は、アクセシビリティ設定アシスタントの「文書のズームを上書き」オプションに対応していま
す。

テキストのスムージング テキストのアンチエイリアスを制御します。テキストのスムージングを無効にして、テキストを
くっきりと表示し、拡大鏡を使用したときに判読しやすいようにするには、「なし」を選択します。この環境設定は、ア
クセシビリティ設定アシスタントの「テキストのスムージングを無効にする」オプションに対応しています。

環境設定の読み上げパネルでの設定
読み上げ順序 文書の読み上げ順序を指定します。読み上げ順序の環境設定は、アクセシビリティ設定アシスタントにも表
示されます。

• 文書から読み上げ順序を推測（推奨）高度な構造推測レイアウト分析手法を使用して、タグなし文書の読み上げ順序を判
断します。

• 左から右、上から下への順序で読み上げ ページ上の配置に従って、テキストを左から右、上から下への順序で読み上げ
ます。この方式は、「文書から読み上げ順序を推測」を使用するより高速です。この方式はテキストのみを分析します。
フォームフィールドは無視され、テーブルはテーブルとして認識されません。

• 印刷ストリーミングの読み上げ順序を使用 印刷ストリーミングに記録された順序でテキストを読み上げます。この方式
は、「文書から読み上げ順序を推測」を使用するより高速です。この方式はテキストのみを分析します。フォームフィー
ルドは無視され、テーブルはテーブルとして認識されません。

タグ付き文書の読み上げ順序を上書き 文書のタグ構造に基づく読み上げ順序ではなく、「読み方」の環境設定で指定された
読み上げ順序を使用します。この環境設定は、PDFのタグ付けに問題がある場合にのみ選択してください。この環境設定
は、アクセシビリティ設定アシスタントの「タグ付き文書の読み上げ順序を上書き」オプションに対応しています。

ページまたは文書 この環境設定は、一度にどれくらいの文書をスクリーンリーダーに供給するのかを指定します。PDFが
タグ付けされていない場合、Readerは文書を分析し、その構造と読み上げ順序を推測しようとします。長い文書の場合、
相当時間がかかることがあります。Readerの設定により、現在表示されているページだけを読み上げるようにし、一度
に分析する範囲を文書のごく一部だけにすることができます。この考慮点は、文書のサイズと複雑さ、およびスクリーン
リーダーの機能によって変わります。Readerは、スクリーンリーダー、拡大鏡、またはその他の支援ソフトウェアに情
報を提供するときに、支援ソフトウェアから直接アクセスできるメモリバッファに情報をロードします。メモリバッファ
にロードされる情報の量により、Readerが行う、文書を開く、次のページに進む、表示を変更する、コマンドを実行す
る、といった作業に要する時間が変わります。

• 現在表示されているページのみを読み上げる 通常、拡大鏡を使用している場合は、これが最適なオプションになります。
ソフトウェアが文書の表示されていない部分を処理する必要がなくなるため、パフォーマンスが向上します。Readerは、
PDFの現在表示されているページだけをメモリバッファに送り、支援ソフトウェアはそれらのページだけにアクセスしま
す。次のページが表示され、Readerがページ情報をメモリバッファに送るまでは、別のページに進むことができません。
したがって、このオプションを選択した場合は、支援ソフトウェアのナビゲーション機能ではなく、Readerのナビゲー
ション機能を使用して、文書のページ間を移動する必要があります。Readerが現在表示されているページだけを支援ソ
フトウェアに送るように選択した場合には、環境設定の「デフォルトのページレイアウト」オプションを「単一ページ」
に設定することも必要になります。Readerは表示されているすべてのページのページ情報を送るため、支援ソフトウェ
アは、完全に表示されているページだけでなく、一部しか表示されていないページ（ページの下部や、次のページの上部
など）に関する情報を受け取ります。連続ページなど、単一ページ以外のページ表示設定を使用している場合に、次の
ページを表示すると、支援ソフトウェアは前ページの既に読み上げた部分を正しく追跡できない可能性があります。デ
フォルトのページレイアウトを単一ページに設定する方法については、27ページの「PDFの表示に関する環境設定」を
参照してください。

このオプションは、アクセシビリティ設定アシスタントの「現在表示されているページのみを読み上げる」オプションに
対応しています。

• 文書全体を読み上げる これは、独自のナビゲーションおよび検索ツールを持つスクリーンリーダーを使用していて、そ
れらの方が Readerのツールより使い慣れている場合に最適なオプションです。このオプションは、アクセシビリティ設
定アシスタントの「文書全体を一度に読み上げる」オプションに対応しています。
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• 大きな文書の場合は、現在表示されているページのみを読み上げる このオプションはデフォルトで選択されており、通常、
長い PDFや複雑な PDFでスクリーンリーダーを使用する場合に最適なオプションになります。Readerの設定により、
小さい文書は全体を読み上げ、大きい文書の場合はページごとの読み上げに戻るようにできます。この環境設定は、アク
セシビリティ設定アシスタントの「大きな文書の場合は、現在表示されているページのみを読み上げる」オプションに対
応しています。

文書をタグ付けする前に確認 このオプションを選択すると、Readerでは、読み上げ対象のタグなし文書が作成される前
に、使用するオプションをユーザが確認できるようになります。大きな文書の場合は特に、タグ付けに時間がかかること
があります。この環境設定は、アクセシビリティ設定アシスタントの「文書をタグ付けする前に確認」オプションに対応
しています。

読み上げオプション 読み上げで使用する音声のボリューム、速度およびピッチを制御するには、このセクションの環境設
定を指定します。デフォルトの音声を使用するか、オペレーティングシステムに付属の音声を使用するかを選択できま
す。読み上げ機能によってフォームフィールドの内容を読み上げるには、「フォームフィールドを読み上げる」を選択し
ます。これらの環境設定は、アクセシビリティ設定アシスタントのどのオプションにも対応していません。

キーボードを使用したアプリケーションのナビゲーションと制御
マウスではなくキーボードからナビゲーション機能を使用できます。Macintoshでは多数の操作をキーボードから行うこ
とができます。詳しくは、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。Windowsの場合、Readerでナ
ビゲーションに使用するショートカットキーは、他の Windowsアプリケーションで使用するショートカットキーと一部
異なります。

Webブラウザ内で Readerを開く場合、キーボードコマンドは Webブラウザに対する割り当てが優先されます。そのた
め、Readerのショートカットキーの中には、使用できないものや、PDFにフォーカスを移した状態でしか使用できない
ものがあります。

キーボードを使用して Readerと PDF文書内を移動するアクセシビリティ機能については、アドビシステムズ社の Web

サイトにあるアクセシビリティのページを参照してください。

関連項目

76ページの「PDFのナビゲーションに使用するショートカットキー」

75ページの「ツールの選択時に使用するショートカットキー」

75ページの「編集に使用するショートカットキー」

77ページの「一般的なナビゲーションに使用するショートカットキー」

78ページの「ナビゲーションパネルで使用するショートカットキー」

79ページの「ヘルプウィンドウのナビゲーションに使用するショートカットキー」

79ページの「使い方パネルのナビゲーションに使用するショートカットキー」

単一のショートカットキーの有効化
単一のショートカットキーで一部のツールを選択し、アクションを実行できます。Readerのほとんどのショートカット
キーは、単一のショートカットキーを有効にしていなくても使用できます。

1 編集／環境設定（Windows）または Acrobat／環境設定（Macintosh）を選択します。

2「一般」を選択し、「単一のショートカットキーでツールを使用可能にする」を選択します。

注意：スクリーンリーダーによっては、Readerの単一のショートカットキーを使用できないことがあります。

自動スクロール
自動スクロール機能を使用すると、長い PDF、特に折り返し表示された文書を簡単に読み進めることができます。キース
トロークやマウス操作を使用せずに、ページ間をスクロールできます。

1 表示／自動スクロールを選択します。

http://www.adobe.com/go/accessibility_jp
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2 次のいずれかの操作を行います。

• スクロール速度を特定の値に変更するには、数字キーを押します。9が最も速く、0が最も遅くなります。

• スクロール速度を調節するには、スクロールの方向に応じて、上向き矢印または下向き矢印を押します。

• 逆方向にスクロールするには、ハイフンまたはマイナス記号キーを押します。

• 次のページや前のページにジャンプするには、左矢印キーまたは右矢印キーを押します。

自動スクロールを停止するには、Escキーを押すか、表示／自動スクロールをもう一度選択します。

アクセシブルなテキストのブライユ点字プリンタへの出力
注意：この文書で使用している「ブライユ点字プリンタ」という用語は、アクセシブルなテキストを、視覚障害のある人
が使用できるフォームに変換するために使用されるデバイスを指します。

PDFをアクセシブルなテキストとして保存し、ブライユ点字プリンタに印刷することができます。ブライユ点訳ソフト
ウェアを使用することによって、アクセシブルなテキストを、グレード 1またはグレード 2フォーマットのブライユ点字
文書として取り込み、印刷できます。詳しくは、点訳ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

テキストバージョンの PDFには画像やマルチメディアオブジェクトは含まれていませんが、そのようなオブジェクトの
代替テキスト説明が含まれています。

1 ファイル／別名で保存を選択します。

2 ファイルの種類メニュー（Windows）またはフォーマットメニュー（Macintosh）から「テキスト（アクセシブル）」
を選択します。

PDFの折り返し
PDFを折り返して、一時的に文書ウィンドウの幅に相当する単一の列として表示できます。この折り返し表示により、テ
キストの各行を読むために横方向にスクロールする必要がなくなるため、モバイルデバイスの小型スクリーンや、標準モ
ニターで大きく拡大した場合でも、文書が読みやすくなります。

折り返し表示をしている間は、文書の保存、編集、印刷はできません。

ほとんどの場合、折り返し表示には読み取り可能なテキストだけが表示されます。フォーム、注釈、電子署名フィール
ド、およびページ装飾（ページ番号、ヘッダ、フッタなど）は、折り返し表示されないテキストです。読み取り可能なテ
キストとフォームフィールドまたは電子署名フィールドが同じページに含まれる場合、そのページは折り返し表示されま
せん。縦組みのテキストも折り返し表示では横書きになります。

Readerは、タグなしの文書に一時的にタグ付けしてから、折り返しを行います。PDF文書の作成者は、文書をタグ付け
することで折り返し表示用に最適化できます。タグ付けされていれば、複数のブロックに分かれたテキストが正しく折り
返され、内容が適切な順序で表示されるので、複数のページや段にまたがる文章に他の内容が割り込むことがなく、読者
がスムーズに読み進むことができます。

文書の読み上げ順序を確認する簡単な方法は、折り返し表示で表示してみることです。

タグ付き PDFの折り返し
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• 表示／ズーム／折り返しを選択します。

• Ctrl+4キー（Windows）または Command+4キー（Macintosh）を押します。

「折り返し」表示を選択する前の文書の「ページ表示」設定が「見開きページ」である場合、文書を折り返すと、「ページ
表示」設定は自動的に「単一ページ」になります。「折り返し」表示を選択する前の文書の「ページ表示」設定が「連続
見開きページ」である場合、文書を折り返すと、「ページ表示」設定は自動的に「連続ページ」になります。
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折り返し表示の解除
❖ 折り返し表示で、次のいずれかの操作を行います。

• 表示／ズーム／折り返しを選択します。

• Ctrl+4キー（Windows）または Command+4キー（Macintosh）を押します。

スクリーンリーダーで PDFを読む
Readerは、視覚に障害のあるユーザがコンピュータアプリケーションをインタラクティブに操作できるようにするスク
リーンリーダーや拡大鏡などの支援ソフトウェアおよび支援デバイスをサポートします。支援ソフトウェアとデバイスを
使用している場合、Readerでは、PDFの読みやすさを高めるため、開いた PDFに一時的なタグが追加されることがあ
ります。お使いの支援ソフトウェアおよびデバイスの種類と Readerとの連動性を高めるには、アクセシビリティ設定ア
シスタントを使用します。スクリーンリーダーを使用している場合、Shift+Ctrl+5（Windows）または
Shift+Command+5（Macintosh）を押すと、現在の文書の読み方の設定を変更できます。

このソフトウェアまたはデバイスを Readerと共に使用する際のシステム要件、互換性要件および方法について詳しくは、
各ソフトウェアまたはデバイスのマニュアルを参照するか、ベンダーにお問い合わせください。

読み上げ機能で PDFを読む
読み上げ機能は、画像および入力可能フィールドの注釈および代替テキストの説明も含めて、PDFのテキストを音声で読
み上げます。タグ付き PDFでは、文書の論理構造ツリーの順序で内容が読み上げられます。タグ付けされていない文書
で「読み上げ」の環境設定に特定の読み上げ順序が指定されていない場合は、読み上げ順序は推測されます。

読み上げ機能は、システムにインストールされている利用可能な音声を使用します。テキスト読み上げアプリケーション
または言語アプリケーションから SAPI 4または SAPI 5の音声をインストールしている場合は、それらを使用して PDF

を読み上げることもできます。

注意：読み上げ機能はスクリーンリーダーではありません。また、一部の OSではサポートされていません。

読み上げ機能のアクティベートまたは非アクティベート
読み上げ機能は起動しなければ使用できません。読み上げ機能を終了すると、システムリソースが解放され、他の操作の
パフォーマンスが向上します。

❖ 次のいずれかの操作を行います。

• 表示／読み上げ／読み上げを起動を選択するか、Shift+Ctrl+Y（Windows）または Shift+Command+Y

（Macintosh）を押します。

• 表示／読み上げ／読み上げを終了を選択するか、Shift+Ctrl+Y（Windows）または Shift+Command+Y

（Macintosh）を押します。

読み上げ機能で PDFを読む
1 読み上げるページへ移動します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• 表示／読み上げ／このページのみ読み上げを選択するか、Shift+Ctrl+V（Windows）または Shift+Command+V

（Macintosh）を押します。

• 表示／読み上げ／文書の最後まで読み上げを選択するか、Shift+Ctrl+B（Windows）または Shift+Command+B

（Macintosh）を押します。

PDFフォームフィールドを読み上げる
1 環境設定ダイアログボックスの読み上げパネルで、「読み上げオプション」セクションの「フォームフィールドを読み
上げる」を選択します。

2 PDFフォームで Tabキーを押して、最初のフォームフィールドを選択します。
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3 必要に応じて入力と選択を行い、Tabキーを押して次のフィールドに移ります。フォームが完了するまで、この手順を
繰り返します。Readerでは、チェックボックスやラジオボタンの選択状態を読み上げます。

読み上げの中断
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• 表示／読み上げ／一時停止を選択するか、Shift+Ctrl+C（Windows）または Shift+Command+C（Macintosh）を
押します。

• 表示／読み上げ／停止を選択するか、Shift+Ctrl+E（Windows）または Shift+Command+E（Macintosh）を押し
ます。

オペレーティングシステムのアクセシビリティツールについて

Windowsのアクセシビリティツール
Windows 2000、XPおよび Vistaオペレーティングシステムは、コンピュータスクリーン上の情報へのアクセスを強化
する、またはその代替的な方法を提供する組み込みツールを備えています。Narratorは、スクリーンリーダーの簡易バー
ジョンです。拡大鏡はスクリーンの拡大ツールです。

Windows 2000、XPおよび Vista オペレーティングシステムのアクセシビリティツールについて詳しくは、Microsoft

アクセシビリティ Webサイト、http://www.microsoft.com/japan/enableを参照してください。

Macintoshのアクセシビリティツール
Mac OS Xは、コンピュータスクリーン上の情報へのアクセスを強化する、またはその代替的な方法を提供する組み込み
ツールを備えています。

Mac OS Xオペレーティングシステムのアクセシビリティツールについて詳しくは、Apple Computer, Inc.アクセシビリ
ティ Webサイト、http://www.apple.com/accessibilityを参照してください。
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第 7章：注釈、会議および電子署名

PDFの作成者によって追加機能の使用権限が付与された場合、注釈ツールを使用して PDFをレビューできます。また、
レビュー注釈の管理、読み込みおよび書き出しが可能になります。Acrobat Connectを使用すると、オンライン会議を開
始し、他のユーザと電子的な手段で共同作業を行う際に電子署名を使用してお互いの身元を証明することができます。

クイックスタート

電子メールベースのレビューに参加
電子メールベースのレビューで PDF添付ファイルを開くと、トラックされた PDFのコピーが、文書メッセージバー、
「注釈を送信」ボタン、注釈ツールバーと共に表示されます。

重要：PDFを開くときにサーバに接続するメッセージが表示された場合、共有レビューを依頼されています。

1 電子メールアプリケーションで PDF添付ファイルを開きます。

2 注釈ツールを使用して注釈を追加します。

3 PDFを保存し、「注釈を送信」ボタンをクリックします。

関連項目

57ページの「PDFレビューへの参加」

共有レビューに参加
共有 PDFを開くと、注釈ツールと、説明付きの文書メッセージバーが開きます。

1 PDF添付ファイルまたはリンクを開きます。

2「接続」をクリックし、入力を求められた場合はログイン名とパスワードを入力します。

3 入力を求められた場合は、自分の名前、電子メールアドレス、役職を入力して、レビュー担当者のプロファイルを作成
します。

4 注釈を追加します。

5 注釈を共有する場合は、「注釈をアップロード」をクリックします。

共有レビューでは、アップロードされたすべてのレビュー担当者の注釈を表示できます。

関連項目

57ページの「PDFレビューへの参加」

ノート注釈の追加
最も一般的な注釈の種類は、ノート注釈です。

1 タスクツールバーのレビューと注釈 をクリックし、「ノート注釈を追加」を選択します。

2 ポップアップノートに注釈を入力します（入力した注釈は、ノート注釈を閉じても残ります）。

3（オプション）ノート注釈アイコンまたはポップアップノートを新しい位置までドラッグします。

また、以下のような他の種類の注釈を追加することもできます。描画マークアップ注釈およびテキスト注釈などです。
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関連項目

57ページの「注釈」

校正箇所の指示
テキストの挿入、削除または置換を行う位置を示すために、注釈を追加します。

1 レビューと注釈 をクリックし、注釈ツール／テキスト注釈ツールを選択します。

2 編集するテキストを選択するか、テキストを追加する位置にカーソルを移動して挿入します。

3 表示されるアイコンにポインタを合わせ、ポップアップメニューのオプションを選択するか、入力を開始します。

関連項目

57ページの「注釈」

描画マークアップ注釈の作成
注釈ツールの描画マークアップ注釈を使用して、線、矢印および図形などの注釈を PDFに追加できます。

1 ツール／注釈を選択して、必要なツールを選択します。

2 PDFに描画します。例えば、クリックしてドラッグし、線、矢印または四角形を描画します。

3（オプション）選択ツールを使用して、描画マークアップをダブルクリックし、ポップアップノートに注釈を入力しま
す。

線の色や幅などのプロパティを変更するには、注釈を右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックし、プロパ
ティを選択します。

関連項目

57ページの「注釈」

デジタル IDの登録
デジタル IDを使用するには、Readerでデジタル IDを登録しておく必要があります。

1 文書／セキュリティ設定を選択します。

2「デジタル ID」を選択し、「IDを追加」をクリックします。

3「既存のデジタル IDファイルを検索」を選択します。

4 画面の指示に従ってデジタル IDファイルを選択し、パスワードを入力して、デジタル IDを登録します。

Self-Signデジタル IDを Readerで作成できます。または、Adobeセキュリティパートナーからのデジタル IDの取得に
ついて、アドビシステムズ社の Webサイトを参照してください。

関連項目

58ページの「電子署名について」

Self-Signセキュリティハンドラによるデジタル IDの作成
デジタル IDは、文書に署名するために必要です。Readerで作成した Self-Signデジタル IDを使用することが適した状
況は数多くあります。Adobeセキュリティパートナーからのデジタル IDの取得については、アドビシステムズ社の
Webサイトを参照してください。

1 文書／セキュリティ設定を選択します。

2「デジタル ID」を選択し、「IDを追加」をクリックします。
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3「Acrobatで使用する Self-Signデジタル IDを作成」を選択します。

4 画面の指示に従って、Self-Signデジタル IDを設定します。

関連項目

58ページの「電子署名について」

証明書の共有
デジタル IDには、署名を検証して文書を暗号化するために必要となる証明書が含まれています。

1 文書／セキュリティ設定を選択します。

2 左側で「デジタル ID」を選択します。

3 共有する IDを選択し、書き出し をクリックします。

4 画面に表示される指示に従って、証明書を電子メールで送信するか、ファイルに保存します。

サードパーティの署名ハンドラを使用している場合は、通常、証明書を他のユーザと共有する必要はありません。

関連項目

58ページの「電子署名について」

署名の表示方法の作成
電子署名の外観を変更できます。例えば、スキャンした署名を含めることができます。

1（オプション）希望の画像だけをページに保存し、そのページを PDFに変換します。

Create Adobe PDF Onlineを使用して PDFを作成できます。

2 編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定（Macintosh）を選択し、「セキュリティ」をクリックしま
す。

3「新規」をクリックし、タイトルを入力します。

4（オプション）「取り込まれたグラフィック」を選択し、「ファイル」をクリックして希望のファイルを選択します。

5 必要に応じて、オプションを指定します。

関連項目

58ページの「電子署名について」

PDF文書への署名
電子署名を使用して、承認したことを示します。最適な結果を得るためには、セキュリティ環境設定で「署名時に文書を
文書プレビューモードで表示する」に変更し、PDFを安全な状態で表示および署名できるようにしてください。

1 署名フィールドをクリックします。または、署名 をクリックし、「文書に署名」を選択します。

2 画面の指示に従って、電子署名を適用します。

文書に未署名の署名フィールドが含まれていない場合は、「署名」をクリックし、「この文書に署名」を選択し、PDFに署
名します。

署名の検証
文書を開くと、署名の横にステータスアイコンが表示されて、その署名が有効であるかどうかを示します。

1 ナビゲーションパネルの署名 をクリックし、署名を選択します。

2 右クリックするか、Controlキーを押しながらクリックして、「署名のプロパティを表示」を選択します。
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3 署名のプロパティダイアログボックスボックスの様々なタブやオプションを使用して、署名のすべての問題を解決しま
す。例えば、IDが不明であるか、確認されていない場合は、「署名者」タブをクリックし、「証明書を表示」をクリックし
て、証明書が信頼できるかどうかを確認します。

レビューと注釈

PDFレビューへの参加
レビュー依頼者によって追加機能の使用権限が付与された場合、Adobe Readerを使用して、PDF文書のレビューを行う
ことができます。追加機能が許可されているかどうかは、文書メッセージバーで確認することができます。現在参加してい
る PDFレビューをトラックするには、レビュートラッカーを使用します。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイト
にある PDFレビューへの参加および PDFレビューのトラックを参照してください。

注釈
PDFレビューの依頼者によって注釈追加の権限が付与された場合、Adobe Readerの注釈ツールを使用して、PDF文書
にノート、ハイライト、スタンプ、その他のマークアップを追加することができるようになります。また、注釈の管理、
取り込み、書き出しも行うことができます。注釈追加の権限があるかどうかは、文書メッセージバーで確認することがで
きます。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにある注釈、注釈の管理、承認プロセスについて、および承認プ
ロセスへの参加を参照してください。

会議

Web会議の開始
Readerから Web会議を開始して、デスクトップを共有したり PDF文書をレビューしたりすることができます。Adobe

Acrobat Connectは、Readerからアクセスしてデスクトップ上でリアルタイムの会議を開催できる個人用 Web会議
ツールです。出席者は、自分のコンピュータから Webベースの会議スペースにログインして会議に参加します。

Web会議を開始したり Web会議に参加したりするには、Acrobat Connectアカウントが必要です。Readerの「Web会
議を開始」ボタンをクリックして、体験版アカウントを購読または設定して使用することができます。

注意：Acrobat Connectは、言語によっては使用できない場合があります。

1 Web会議を開始するには、次のいずれかの操作を行います。

• Web会議を開始ボタン をクリックします。

• ファイル／Web会議を開始を選択します。

2 ダイアログボックスが表示されたら、次のいずれかの操作を行います。

• アカウントがある場合は、「ログイン」をクリックします。Acrobat Connectアカウントの Web会議の URL、ログイ
ン名およびパスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。Acrobat Connectアカウントのログイン名には、
Adobe ID（電子メールアドレス）を使用します。

注意：Macromedia Breezeおよび Adobe Acrobat Connect Proの Web会議の URLとアカウントも使用できます。こ
れらのアカウントには、Adobe IDとは異なるログイン名が必要です。

• アカウントがない場合は、「体験版アカウントを作成」をクリックし、画面の指示に従います。

3 次のいずれかの操作を行います。

• 他のユーザに Web会議への参加を依頼するには、「招待状を電子メールで送信」をクリックし、参加を依頼する相手の
電子メールアドレスを入力して、「送信」をクリックします。

• 画面に表示されている文書を共有するには、「スクリーンの共有」をクリックします。

http://www.adobe.com/go/rdr8_review_participate_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_review_track_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_comment_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_comment_manage_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_approval_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_approval_participate_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_approval_participate_jp
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参加者が Web会議に参加すると、「出席者リスト」に名前が表示されます。

4 次のいずれかの操作を行います。

• チャットポッドにメッセージを入力し、メッセージの送信先を選択して、メッセージの送信ボタンをクリックします。

• ノートポッドにメモを入力し、Web会議の後に送信します。

• 別の出席者のデスクトップを共有させる場合は、「出席者リスト」でその出席者の名前を選択し、ユーザの役割を設定
ボタンをクリックして、「プレゼンターとして設定」を選択します。

Web会議への出席
Acrobat Connectアカウントがない場合は、ゲストとして会議に参加できます。

注意：Acrobat Connectは、言語によっては使用できない場合があります。

1 依頼メールに記載されている Web会議の URLをクリックするか、ブラウザのアドレスボックスに Web会議の URL

を入力します。

2 Acrobat Connectアカウントのログイン名とパスワードを入力するか、ゲストとしてログインします。

3 Acrobat Connect会議で、必要に応じて次の操作を行います。

• メッセージを送信するには、チャットポッドにメッセージを入力し、メッセージの送信先を選択して、メッセージの送
信ボタンをクリックします。

• チャットポッドをクリアしたり、フォントサイズを変更したりするには、ポッドオプションボタンをクリックし、オプ
ションを選択します。

• メモを取るには、ノートポッドにメモを入力します。

Acrobat Connectの環境設定
Acrobat Connect会議の開始時には、指定した会議の URLとログイン名が Acrobat Connectの環境設定に保存されま
す。Acrobat Connectアカウントの設定を変更するには、編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定
（Macintosh）を選択し、左側で「Web会議」を選択します。

Acrobat Connectアカウントのログイン名は Adobe IDです。ログイン名を変更するには、Adobe.comで新しい
Adobe IDを作成します。

注意：Acrobat Connectは、言語によっては使用できない場合があります。

電子署名

電子署名について
電子署名は、文書に署名した個人を識別するものです。

他者と電子的な手段で通信を行う際に電子署名が身元証明となり、証明書には身元確認のための識別情報が含まれていま
す。ディレクトリサーバに証明書が格納され、特定の証明書を検索できます。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイ
トにある電子署名、デジタル IDの作成または取得、証明書の共有と管理、およびディレクトリサーバを参照してくださ
い。

http://www.adobe.com/go/rdr8_digital_sig_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_digital_id_get_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_certificate_manage_jp
http://www.adobe.com/go/rdr8_directory_server_jp
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PDFへの署名

PDFに署名する前に
あらかじめ次の準備をしておくことによって、署名プロセスを円滑に進め、最良の結果を得ることができます。

• デジタル IDを取得するか、Readerで Self-Signデジタル IDを作成します。

注意：FIPSモード内から Self-Signデジタル IDは作成できません。

• デフォルトの署名方法を設定します。

• 電子署名の表示方法を作成します。

• 文書プレビューモードを使用して、文書の外観を変更したり、署名対象でないものに誤って署名させてしまう可能性の
あるダイナミックコンテンツを抑制します。

• 署名する前に文書のすべてのページをレビューします。文書の複数のページに署名フィールドが含まれている場合があ
ります。1つのフィールドに署名すると、他のページを承認しているかどうかに関係なく、すべてのフィールドに署名
が表示されます。

PDF文書への署名
PDFに署名して承認を示すことができます。1つの PDFに対して、複数の人による複数回の署名が可能です。文書に署
名すると、電子署名が署名フィールドに表示されます。署名の表示方法は選択したオプションによって異なります。電子
署名の実際の情報は PDFに埋め込まれています。

PDF文書への署名
最良の結果を得るために、文書プレビューモードを使用して署名を追加します。60ページの「文書プレビューモード
での署名」を参照してください。

1 署名フィールドをクリックするか、次のいずれかの操作を行います。

• 文書／署名／文書に署名を選択します。

• タスクツールバーの署名ボタン をクリックし、「文書に署名」または「この文書に署名」を選択します。

2「この文書に署名」を選択した場合は、署名用の署名フィールドを描画するよう求めるメッセージが表示されます。

3 デジタル IDを指定していなかった場合は、デジタル IDを検索または作成するよう求めるメッセージが表示されます。

4 文書に署名ダイアログボックスで、使用するデジタル IDを選択します。登録した署名の表示方法がある場合は、「表
示方法」ドロップダウンメニューから選択します。

5 電子署名の詳細環境設定を選択した場合は、次のいずれかの操作を行います。

• 文書に署名する理由を選択します。

• 署名地と連絡先の情報を入力します。

• 署名に影響を与える可能性のある内容に関する文書警告をレビューします。

6 デジタル IDにパスワードが必要な場合、パスワードボックスに入力します。

7「署名」をクリックし、署名を無効にすることなく元の PDFを変更できるように文書の新しい名前を指定し、「保存」
をクリックします。

Webブラウザでの PDFへの署名
Web上で PDFに署名するには、文書に空の署名フィールドが含まれている必要があります。ブラウザで文書に署名する
場合は、ファイルに追加した内容だけがコンピュータのハードディスクに保存されます。

1 署名フィールドをクリックし、手順に従って電子署名を追加します。

2 署名済み文書のコピーを保存するには、ファイルツールバーのコピーを保存ボタン をクリックします。
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文書プレビューモードでの署名
最良の結果を得るために、文書に署名するときは文書プレビューモードを使用します。この機能は、文書の外観を変更す
る可能性がある文書の内容を分析し、それを抑制し、静的で保護された状態で文書を表示および署名できるようにしま
す。

文書プレビューモードで PDFを表示すると、文書のメッセージバーから、PDFが PDF/SigQ Level Aおよび Level B仕
様に準拠しているかどうかがわかります。Level Aは、文書の外観を変更するダイナミックコンテンツが文書に含まれて
いないことを示します。Level Bは、署名中に抑制されるダイナミックコンテンツが文書に含まれていないことを示しま
す。文書が Level Aまたは Bに準拠していない場合は、文書への署名を中止し、この問題について文書の作成者に連絡し
てください。

署名ワークフロー以外でも文書プレビューモードを使用して、文書の整合性をチェックすることができます。

文書プレビューモードでの PDFへの署名
1 編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定（Macintosh）を選択し、左側の「セキュリティ」を選択し
ます。

2「署名時に文書を文書プレビューモードで表示する」を選択し、「OK」をクリックします。

3 PDF内で、署名フィールドをクリックするか、タスクツールバーの署名ボタンをクリックし、「文書に署名」または
「この文書に署名」を選択します。

文書のメッセージバーに、準拠の状態とオプションが表示されます。

4（オプション）文書メッセージバーの「レポートの表示」をクリックし（使用可能な場合）、一覧内の各項目を選択して
詳細を表示します。詳細を確認したら、PDF/SigQ準拠レポートダイアログボックスを閉じます。

5 準拠の状態が十分になったら、文書メッセージバーの「文書に署名」をクリックし、電子署名を追加します。

6 元のファイルとは別のファイル名で PDFを保存し、他の変更を行わずに文書を閉じます。2回目に文書を保存する場
合は、署名パネルの「署名バージョンを使用」オプションを使用して署名が検証される必要があります（63ページの
「署名済み文書の以前のバージョンを表示する」を参照してください）。

文書プレビューモードでの PDFの表示
1 文書／署名／文書プレビューを選択します。

2 文書メッセージバーの「レポートの表示」をクリックし（使用可能な場合）、一覧内の各項目を選択して詳細を表示し
ます。終了したら、「閉じる」をクリックし、「終了」をクリックします。

電子署名のクリアまたは削除
❖ 次のいずれかの操作を行います。

• 署名を削除するには、署名フィールドを右クリックまたは Controlキーを押しながらクリックし、「署名フィールドを
空にする」を選択します。

• PDF内のすべての署名を削除するには、署名パネルのオプションメニューから「すべての署名フィールドを空にする」
を選択します。

署名の検証

署名の正当性のチェック
デフォルトでは、署名は PDFを開くときに検証されます。文書のページに署名のステータスを示すアイコンが署名
フィールド内に表示されます。ステータスに関する詳細は、署名パネルおよび署名のプロパティダイアログボックスに表
示されます。

サードパーティの署名ハンドラでは、別の方法で署名を検証できる場合があります。サードバーティのデジタル IDに付
属するマニュアルをチェックします。
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重要：PDFを開いたときに署名が検証され、すべての検証の詳細が署名と共に表示されるようにするには、セキュリティ
環境設定で検証を設定します（62ページの「署名検証の環境設定」を参照）。

• 署名パネルに電子署名アイコン とフィールド名が表示された場合は、未署名の署名フィールドがあること
を示しています。

• 青いリボンのアイコン は、PDFが証明済みであること、つまり有効な証明用署名を含んでいることを示します
（証明用署名には、可視署名と不可視署名があります）。

• チェックマークアイコン は、署名が有効であることを示します。

• 赤い xアイコン は、署名が無効であることを示します。

• 警告を示す三角形アイコン は、署名後に文書が変更されていることを示します。

• 疑問符アイコン は、信頼済み証明書の一覧に署名者の証明書がないために署名が検証できなかったことを示しま
す。

署名ステータスが不明または未検証である場合、または署名後に文書が変更された場合は、署名を手動で検証して問題の
原因と解決策を判断します。署名ステータスが無効（赤い xのアイコン）の場合は、問題について署名者に連絡します。

電子署名を無効にする要因
署名は次のような理由で無効なステータスになります。

• 署名者の証明書が失効している。

• 署名者の証明書の有効期限が切れている。

• 署名者の証明書が信頼済み証明書の一覧から削除されたか、信頼レベルが変更された。

• PDFが署名または証明後に変更された。

手動での署名の検証
署名のプロパティをチェックすることで、電子署名の正当性を確認できます。

1 署名検証の環境設定を行います。詳しくは、62ページの「署名検証の環境設定」を参照してください。

2 署名を含む PDFを開き、左側の署名ボタン をクリックして署名パネルを開きます。

3 署名パネルで署名を選択し、オプションメニューの「署名を検証」を選択します。署名の検証のステータスに、署名の
正当性が示されます。

4「署名のプロパティ」をクリックし、次の操作を行います。

• ステータスが不明である場合は、「署名者」タブをクリックし、「証明書を表示」をクリックして証明書の詳細を表示し
ます。Acrobat Self-Signセキュリティハンドラを使用して作成したデジタル IDを使用している場合は、証明書の詳細
が有効であることを確認します証明書が有効でない場合は、署名者に有効な証明書を要求します。「OK」をクリック
します。

• 必要に応じて、「日付 /時刻」タブをクリックしてタイムスタンプを検証します。

•「法律上の注意事項」タブをクリックし、署名の法的規制の詳細を確認します。「法律上の注意事項」タブの「文書の完
全性プロパティを表示」をクリックして、文書が PDF/SiqQ準拠であるかどうか、すなわち文書の外観を変更する可
能性のある項目が文書に含まれているかどうかをチェックします。

署名後に文書が変更された場合は、文書の署名バージョンをチェックし、現在のバージョンと比較します。

関連項目

63ページの「タイムスタンプ証明書の有効化」

60ページの「文書プレビューモードでの署名」

63ページの「署名済み文書の以前のバージョンを表示する」
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署名検証の環境設定
署名された文書を開く前に、署名の検証向けに Readerを最適化するように環境設定を行います。

1 編集／環境設定（Windows）または Reader／環境設定（Macintosh）を選択し、左側の「セキュリティ」を選択し
ます。

2 文書を開いたときに PDF内のすべての署名を自動的に検証するには、「文書を開くときに署名を検証」を選択します。
このオプションはデフォルトでは有効になっています。

3「詳細環境設定」をクリックし、「検証」タブをクリックします。

4 以下のオプションを選択します。

検証方法 これらのオプションで、署名を検証するときに選択するプラグインを決定する方法を指定します。通常は、適切
なプラグインが自動的に選択されます。署名を検証するための特定のプラグインの要件については、システム管理者に連
絡してください。

署名検証の際に証明書の失効確認が成功することを要求 検証時に除外される証明書の一覧と照合して証明書を確認する必要
がある場合は、このオプションを選択します。このオプションが選択されていない場合、承認署名の失効ステータスは無
視されます。証明用署名の場合、失効ステータスは常にチェックされます。

署名の検証に使用する時刻 電子署名に表示される時刻に、現在の時刻、署名に埋め込まれたタイムスタンプサーバなどに
よって保証される時刻、見つからない場合は現在の時刻、または署名が作成された時刻のいずれを反映させるかを決定す
るオプションを選択します。

署名が有効な場合は署名フィールドの有効性を示すアイコンを表示しない 署名が有効な場合は署名ステータスを非表示にしま
す。署名されてから文書が変更された場合（緑色のチェックマークと警告三角形アイコンで示されます）でも非表示にし
ます。

5「Windows統合」タブをクリックし、Windows証明書ストアから証明書を信頼済み証明書の一覧に取り込むかどうか
を指定します。また、署名を検証するときや証明済み文書を検証するときに Windows証明書ストアのすべてのルート証
明書を信頼するかどうかも指定します。これらのオプションを選択すると、セキュリティを損なう可能性があります。

署名パネルについて
署名パネルには、現在開いている文書のすべての署名が一覧表示されます。各署名には、検証状況を示すアイコンが表示
されています。検証の詳細は各署名の下に一覧表示され、署名を展開、またはセキュリティパネルのオプションメニュー
から選択することで表示できます。

署名パネルの表示
❖ 表示／ナビゲーションパネル／署名を選択するか、ナビゲーションパネルウィンドウの左側の署名ボタン をクリッ
クします。

署名パネルの署名フィールドを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）
すると、署名の追加、クリア、検証などの署名に関連する大半の作業を実行できます。ただし、署名後に署名フィー

ルドがロックされる場合があります。

署名情報の表示または非表示
❖ 署名情報を表示するには、署名パネルで、署名の横のプラス記号（+）（Windows）または三角矢印（Macintosh）を
クリックします。非表示にするには、マイナス記号（-）（Windows）または下向き三角矢印（Macintosh）をクリック
します。

非表示にした場合、署名の名前、日付および状態のみが表示されます。
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タイムスタンプ証明書の有効化
署名に日付と時刻が表示されている場合、その時刻は署名者のコンピュータの現地時刻です。ただし、署名のプロパティ
ダイアログボックスに第 2の日付と時刻が表示されている場合は、署名者がタイムスタンプサーバを使用していることを
示します。タイムスタンプを含む署名を検証するには、タイムスタンプサーバの証明書を取得し、信頼済み証明書の一覧
に追加する必要があります。それ以外の場合で、タイムスタンプが署名パネルで未検証と表示される場合は、タイムスタ
ンプを手動で検証する必要があります。

1 ナビゲーションパネルウィンドウの署名ボタン をクリックし、署名を選択して、オプションメニューから「署名を
検証」を選択します。

2 署名の検証のステータスダイアログボックスで「署名のプロパティ」ボタンをクリックします。

3 署名のプロパティダイアログボックスで、「日付 /時刻」タブをクリックし、タイムスタンプ機関を表示し、「証明書を
表示」ボタンをクリックします（このボタンは、署名者がタイムスタンプサーバを使用した場合のみ「日付 /時刻」タブ
に表示されます）。

4 証明書ビューアで、「信頼」タブをクリックして、タイムスタンプ証明書が信頼されているかどうかを判定します。信
頼されていない場合は、「信頼済み証明書に追加」をクリックします。タイムスタンプサーバの証明書が一覧に表示され
ていない場合は、署名者に証明書を要求します。

署名済み文書の以前のバージョンを表示する
文書に署名されるたびに、PDFの署名バージョンが PDFと共に保存されます。各バージョンが追加専用の形式で保存さ
れている場合は、文書を変更できません。すべての署名とそれぞれの署名に対応したバージョンが署名パネルに表示され
ます。

1 署名パネルで署名を選択し、オプションメニューから「署名バージョンを表示」を選択します。

古いバージョンが新しいウィンドウで開かれ、バージョンの情報と署名者の名前がタイトルバーに表示されます。

2 元の文書に戻るには、ウィンドウメニューで文書名を選択します。
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第 8章：クイックリファレンス

Adobe Readerヘルプのコマンドまたはツールについては、Webバージョンの Adobe Readerヘルプで検索できます。

コマンドリファレンス

ファイルメニュー

編集メニュー

コマンド 説明

Create Adobe PDF

Online
アドビシステムズ社の Webサイトで文書を
Adobe PDFに変換する

会議を開始 Acrobat Connectで会議を開始する

コピーを保存 元の PDFのコピーを保存する

テキストとして
保存

PDFをテキストとして保存する

電子メールに添
付

新しい空の電子メールに PDFを添付する

プロパティ 文書のプロパティウィンドウを表示する

用紙設定 ページ設定ダイアログボックスでページの
属性を設定する

コマンド 説明

削除 選択したオブジェクトまたはテキストを削
除する

ファイルをク
リップボードに
コピー

（Windowsのみ）PDFを Windowsクリップ
ボードにコピーする

スペルチェック
／注釈、フィー
ルド、編集可能
なテキスト

注釈、フォームフィールド、編集可能なテ
キストのスペルチェックを行う

スペルチェック
／辞書の編集

Adobe Readerのスペルチェック辞書を編集
する

「選択した単語」
を検索

選択した単語を Dictionary.comで検索する

検索 現在の PDF内のテキストを検索する

検索 1つ以上の PDF内のテキスト、または PDFの
インデックス内のテキストを検索する

検索結果 次または前の結果または文書に移動する

環境設定 環境設定ダイアログボックスで環境設定を
行う（Macintoshでは、このメニュー項目は
アプリケーションメニューの下にある）

特殊文字 （Macintoshのみ）文字パレットに特殊文字
に関する情報を表示する

http://www.adobe.com/go/rdr8_help_online
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ビューメニュー

コマンド 説明

移動／前の画面 表示履歴内の最後のページを表示して、PDF

内で表示した画面を逆戻りする

移動／次の画面 表示履歴内の次のページを表示して、PDF内
で表示した画面を逆戻りする

移動／前の文書 最後に表示した PDF文書に移動する

移動／次の文書 表示履歴内の次の PDF文書に移動する

ズーム／ 100%

表示
ページを実際のサイズで表示する

ズーム／全体表
示

ページ全体が文書ウィンドウ内に収まるよ
うにサイズを変更する

ズーム／幅に合
わせる

ページの幅をウィンドウの幅に合わせて表
示する

ズーム／高さに
合わせる

ページの幅をウィンドウの高さに合わせて
表示する

ズーム／描画領
域の幅に合わせ
る

ページのテキストや画像の幅がウィンドウ
の幅に合うように表示する

ズーム／折り返
し

タグ付き PDFを折り返す

ページ表示／単
一ページ

一度に 1ページだけ表示する

ページ表示／連
続ページ

ページを連続して下にスクロールする

ページ表示／見
開きページ

一度に 2ページを横に並べて表示する

ページ表示／連
続見開きページ

一度に 2ページを連続して下にスクロールす
る

ページ表示／他
のページとの間
にスペースを表
示

ページ間に破線ではなくスペースを表示す
る

ページ表示／見
開きページモー
ドで表紙をレイ
アウト

見開きページ表示で表紙を表示する

閲覧モード 作業エリア内の文書とメニューバー以外の
すべてを非表示にする

フルスクリーン
モード

PDFを画面全体に表示する

メニュー メニューバーの表示と非表示を切り替える

ツールバー／
Adobe Reader操
作ガイド

Adobe Reader操作ガイドツールバーを表示
する

ツールバー／注
釈

注釈ツールバーを表示する（追加機能の使
用権限が必要）

ツールバー／編
集

編集ツールバーを表示する

ツールバー／
ファイル

ファイルツールバーを表示する
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ツールバー／検
索

検索ツールバーを表示する

ツールバー／も
のさし

ものさしツールバーを表示する

ツールバー／オ
ブジェクトデー
タ

オブジェクトデータツールバーを表示する

ツールバー／
ページ表示

ページ表示ツールバーを表示する

ツールバー／
ページナビゲー
ション

ページナビゲーションツールバーを表示す
る

ツールバー／選
択とズーム

選択とズームツールバーを表示する

ツールバー／タ
イプライター

タイプライターツールバーを表示する

ツールバー／プ
ロパティバー

プロパティツールバーを表示する

ツールバー／
ツールバーをリ
セット

ツールバーをデフォルト設定に戻す

ツールバー／す
べてのツール
バーを連結

すべてのツールバーを連結する

ツールバー／
ツールバーを非
表示

すべてのツールバーを非表示にする

ツールバー／
ツールバーを
ロック

ツールバー領域をロックする

ツールバー／ボ
タンラベル／デ
フォルトラベル

ツールバーボタンのデフォルトラベルを表
示する

ツールバー／ボ
タンラベル／す
べてのラベル

すべてのツールバーボタンのラベルを表示
する

ツールバー／ボ
タンラベル／ラ
ベルなし

すべてのツールバーボタンのラベルを非表
示にする

ツールバー／そ
の他のツール

その他のツールダイアログボックスを表示
する

ナビゲーション
パネル／アー
ティクル

ナビゲーションパネルウィンドウにアー
ティクルナビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／添付
ファイル

ナビゲーションパネルウィンドウに添付
ファイルナビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／しおり

ナビゲーションパネルウィンドウにしおり
ナビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／注釈

ナビゲーションパネルウィンドウに注釈ナ
ビゲーションパネルを表示する（追加機能
の使用権限が必要）

コマンド 説明
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ナビゲーション
パネル／文書拡
張機能

ナビゲーションパネルウィンドウに文書拡
張機能ナビゲーションパネルを表示する
（追加機能の使用権限が必要）

ナビゲーション
パネル／使い方

ナビゲーションパネルウィンドウに使い方
ナビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／情報

ナビゲーションパネルウィンドウに情報ナ
ビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／レイ
ヤー

ナビゲーションパネルウィンドウにレイ
ヤーナビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／モデル
ツリー

ナビゲーションパネルウィンドウにモデル
ツリーナビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／ページ

ナビゲーションパネルウィンドウにページ
ナビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／セキュ
リティ設定

ナビゲーションパネルウィンドウにセキュ
リティ設定ナビゲーションパネルを表示す
る（追加機能の使用権限が必要）

ナビゲーション
パネル／署名

ナビゲーションパネルウィンドウに署名ナ
ビゲーションパネルを表示する

ナビゲーション
パネル／ナビ
ゲーションパネ
ルを表示

ナビゲーションパネルウィンドウを表示す
る

ナビゲーション
パネル／パネル
をリセット

デフォルトのナビゲーションパネルを表示
する

ナビゲーション
パネル／すべて
のパネルを連結

すべてのナビゲーションパネルを連結する

図面用に表示 PDFを図面用に表示する

レビュートラッ
カー

レビュートラッカーを表示する

自動スクロール キーストロークやマウスの操作なしで PDF

をスクロールする

読み上げ／ Read

Out Loadを起動
読み上げを起動して PDF内のテキストを読
み上げる

読み上げ／この
ページのみを読
み上げる

現在のページだけを読み上げる

読み上げ／文書
の終わりまで読
み上げる

PDF文書の終わりまで読み上げる

読み上げ／一時
停止

読み上げを中断する

読み上げ／中止 読み上げを中止する

コマンド 説明
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文書メニュー

コマンド 説明

署名／文書に署
名

電子署名で PDFに署名する（追加機能の使
用権限が必要）

署名／この文書
に署名

署名フィールドを描画する

署名／文書内の
すべての署名を
検証

署名の検証プロパティを表示する

署名／署名のプ
ロパティを表示

電子署名のプロパティを表示する

署名／文書プレ
ビュー

PDF分析して自動的に変更される内容を調
べ、自動変更を抑制する

署名／署名バー
ジョンを表示

署名済み文書の以前のバージョンを表示す
る

セキュリティ／
セキュリティプ
ロパティを表示

セキュリティオプションを表示して変更す
る

セキュリティ設
定

セキュリティ設定ウィンドウを表示する

信頼済み証明書
の管理

信頼済み証明書の管理ダイアログボックス
で、連絡先と証明書を管理する

注釈／ノート注
釈を追加

PDFにノート注釈を追加する（追加機能の使
用権限が必要）

注釈／注釈ツー
ルバーを表示

注釈ツールバーを表示する（追加機能の使
用権限が必要）

注釈／注釈のリ
ストを表示

注釈のリストを開く（追加機能の使用権限
が必要）

注釈／注釈
ビュー／注釈の
リストを表示

注釈のリストを開く（追加機能の使用権限
が必要）

注釈／注釈
ビュー／すべて
の注釈を非表示

注釈リストのすべての注釈を非表示にする
（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／種類別
に表示／すべて
の種類

注釈リストにすべての種類の注釈を表示す
る（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／種類別
に表示／ノート

注釈リストにノート注釈だけを表示する
（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／種類別
に表示／描画
マークアップ

注釈リストに描画マークアップ注釈だけを
表示する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／種類別
に表示／テキス
ト注釈

注釈リストにテキスト注釈だけを表示する
（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／種類別
に表示／スタン
プ

注釈リストにスタンプ注釈だけを表示する
（追加機能の使用権限が必要）
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注釈／注釈
ビュー／種類別
に表示／添付
ファイル

注釈リストに添付ファイルだけを表示する
（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／作成者
別に表示

注釈リストに特定のレビュー担当者の注釈
だけを表示する（追加機能の使用権限が必
要）

注釈／注釈
ビュー／ステー
タス別に表示／
すべてのステー
タス

注釈リストにすべてのステータスの注釈を
表示する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／ステー
タス別に表示／
なし

注釈リストになしステータスの注釈だけを
表示する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／ステー
タス別に表示／
承認

注釈リストに承認ステータスの注釈だけを
表示する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／ステー
タス別に表示／
キャンセル

注釈リストにキャンセルステータスの注釈
だけを表示する（追加機能の使用権限が必
要）

注釈／注釈
ビュー／ステー
タス別に表示／
完了

注釈リストに完了ステータスの注釈だけを
表示する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／ステー
タス別に表示／
非承認

注釈リストに非承認ステータスの注釈だけ
を表示する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／チェッ
ク別に表示／す
べて

注釈リストにすべての注釈を表示する（追
加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／チェッ
ク別に表示／
チェック済み

注釈リストにチェック済みの注釈だけを表
示する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／チェッ
ク別に表示／未
チェック

注釈リストに未チェックの注釈だけを表示
する（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／すべて
のポップアップ
を開く

注釈に関連するすべてのポップアップノー
トを開く（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈
ビュー／すべて
のポップアップ
を最小化

注釈に関連するすべてのポップアップノー
トを最小化する（追加機能の使用権限が必
要）

注釈／注釈
ビュー／コネク
タラインを表示

注釈とポップアップノートの間にコネクタ
ラインを表示する（追加機能の使用権限が
必要）

コマンド 説明
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ツールメニュー
個々のツールについては、72ページの「ツールリファレンス」を参照してください。

注釈／注釈
ビュー／デフォ
ルトで新規ポッ
プアップを整列

ポップアップノートを文書の端に整列する
（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈ツー
ル

72ページの「ツールリファレンス」を参照
（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈ツー
ル／スタンプ／
クリップボード
画像をスタンプ
として貼り付け

クリップボードの画像を注釈として貼り付
ける（追加機能の使用権限が必要）

注釈／注釈ツー
ル／スタンプ／
カスタムスタン
プを作成

カスタムスタンプ注釈を作成する（追加機
能の使用権限が必要）

注釈／注釈ツー
ル／スタンプ／
スタンプの管理

カスタムスタンプおよびカテゴリを作成、
編集、削除する（追加機能の使用権限が必
要）

注釈／注釈ツー
ル／スタンプ／
スタンプパレッ
トを表示

スタンプを表示して取り込む（追加機能の
使用権限が必要）

注釈／注釈の取
り込み

注釈を PDFに取り込む（追加機能の使用権
限が必要）

注釈／注釈を
データファイル
に書き出し

注釈を PDFデータファイルに書き出す（追
加機能の使用権限が必要）

注釈／レビュー
トラッカー

レビュートラッカーを表示する

アクセシビリ
ティの読み上げ
オプションを変
更

スクリーンリーダー使用時の読み上げ設定
を変更する

アクセシビリ
ティのクイック
チェック

PDFにアクセスできるかどうかを調べる

アクセシビリ
ティ設定アシス
タント

アクセシビリティの環境設定を行う

コマンド 説明

注釈／ [ツール ] 注釈ツールを表示する。詳しくは、72ペー
ジの「注釈ツール」を参照。注釈ツールは、
追加機能の使用権限が付加されている PDF

の場合のみ使用できます。

注釈／表示 68ページの「文書メニュー」を参照

注釈／注釈ツー
ルバーを表示

注釈ツールバーを表示する

選択とズーム 選択とズームツールを表示する（詳しくは、
73ページの「選択とズームツール」を参照）

コマンド 説明
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ウィンドウメニュー

ヘルプメニュー

ものさし ものさしツールまたはものさしツールバー
を表示する（ものさしツールについては、
73ページの「ものさしツール、タイプライ
ターツール、オブジェクトデータツール」
を参照）

タイプライター タイプライターツールまたはタイプライ
ターツールバーを表示する（タイプライ
ターツールについては、73ページの「もの
さしツール、タイプライターツール、オブ
ジェクトデータツール」を参照）

オブジェクト
データ

オブジェクトデータツールまたはオブジェ
クトデータツールバーを表示する（オブ
ジェクトデータツールについては、73ペー
ジの「ものさしツール、タイプライター
ツール、オブジェクトデータツール」を参
照）

ツールバーをカ
スタマイズ

その他のツールダイアログボックスを表示
して、ツールバーに表示する項目をカスタ
マイズする

コマンド 説明

新規ウィンドウ 新しいウィンドウで PDFを開く

重ねて表示 複数のウィンドウを重ねて表示する

並べて表示／上
下に並べて表示

複数のウィンドウを上下に並べて表示する

並べて表示／左
右に並べて表示

複数のウィンドウを左右に並べて表示する

すべて閉じる すべてのウィンドウを閉じる

フルスクリーン
モード

PDFを画面全体に表示する

コマンド 説明

Adobe Reader 8

ヘルプ
Adobe Readerヘルプを表示する

Adobe Reader操
作ガイド

Adobe Reader操作ガイドウィンドウを表示
する

使い方 特定トピックの使い方パネルを表示する

オンラインサ
ポート／サポー
ト文書の検索

Adobe Readerサポートページにアクセスす
る

オンラインサ
ポート／ Adobe

サポートプログ
ラム

Adobe Expertサポートページにアクセスする

オンラインサ
ポート／アクセ
シビリティに関
するオンライン
情報

アクセシビリティに関するオンライン情報
ページにアクセスする

コマンド 説明
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ツールリファレンス

注釈ツール

オンラインサ
ポート／システ
ムレポートを生
成

システム情報ウィンドウを表示する

Adobe Readerイ
ンストールの修
復

修復または削除するコンポーネントを選択
する

電子書籍 Adobe eBookmall Webサイトにアクセスする

Adobe Acrobatを
購入

Adobe Storeにアクセスして Adobe Acrobatを
購入する

Adobeオンライ
ンサービス

Adobeオンラインサービス Webサイトにア
クセスする

アップデートの
有無をチェック

Adobe Updaterを起動して、Adobe Readerに
対するアップデートをチェックする

ツール 説明

ノート注釈ツー
ル

ノート注釈の追加

テキスト注釈
ツール

PDF内のテキストを挿入、削除または置換す
る必要があることを示す注釈を作成する

テキスト注釈／
選択したテキス
トを置換

選択したテキストを置換する

テキスト注釈／
選択したテキス
トをハイライト

選択したテキストをハイライトする

テキスト注釈／
選択したテキス
トにノートを追
加

選択したテキストにノート注釈を追加する

テキスト注釈／
カーソル位置に
テキストを挿入

カーソル位置にテキストを挿入する

テキスト注釈／
選択したテキス
トに下線を引く

選択したテキストに下線を引く

テキスト注釈／
選択したテキス
トに取り消し線
を引く

選択したテキストに取り消し線を引く

スタンプ スタンプ注釈を追加する

ハイライトツー
ル

選択したテキストをハイライトする

下線ツール 選択したテキストに下線を引く

コマンド 説明
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選択とズームツール

ものさしツール、タイプライターツール、オブジェクトデータツール

取り消し線ツー
ル

選択したテキストに取り消し線を引く

注釈としてファ
イルを添付ツー
ル

PDF内の選択した一にファイルを埋め込む

音声注釈を録音
ツール

録音済みの音声注釈を追加するか、音声注
釈を録音して配置する

引き出し線ツー
ル

文書の特定部分を指すテキストボックス注
釈を作成する

テキストボック
スツール

テキストを含むボックスを作成する

雲型ツール テキストまたはオブジェクトの周りに雲型
を描画する

矢印ツール 矢印を描画する

線ツール 線を描画する

長方形ツール 長方形を描画する

楕円ツール 楕円を描画する

折れ線ツール 複数の線分で開いた図形を作成する

多角形ツール 複数の線分で閉じた図形を作成する

鉛筆ツール 自由形式の図面を作成する

消しゴムツール 選択した鉛筆図面の線を削除する

ツール 説明

選択ツール PDF内のテキストまたはオブジェクトを選択
する

手のひらツール ページを移動する

マーキーズーム
ツール

囲んだ領域を文書ウィンドウ全体に表示す
る

ダイナミック
ズームツール

マウスまたはマウスホイールをドラッグし
て、ズームインまたはズームアウトする

ウィンドウのパ
ン＆ズーム

ページのサムネイル表示内の長方形を調整
し、表示倍率を調整する

ルーペツール PDF内の長方形で囲まれた部分を拡大して表
示する

スナップショッ
トツール

選択した部分をクリップボードまたは他の
アプリケーションにコピーする

ツール 説明

間隔ツール 2点間の距離の測定

周辺ツール 複数点間の一連の距離を測定する

ツール 説明
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領域ツール 描画した線分の内部の領域を測定する

タイプライター
ツール

PDFページの任意の場所にテキストを入力す
る

オブジェクト
データツール

オブジェクトデータを表示する

ツール 説明
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第 9章：ショートカットキー

ショートカットキー

ツールの選択時に使用するショートカットキー
単一のショートカットキーを有効にするには、編集／環境設定／一般を選択し、カテゴリの「単一のショートカットキー
でツールを使用可能にする」オプションを選択します。

編集に使用するショートカットキー

注釈に使用するショートカットキー
単一のショートカットキーを有効にするには、環境設定ダイアログの一般カテゴリの「単一のショートカットキーでツー
ルを使用可能にする」オプションを選択します。

ツール Windowsでの操作 Macintoshでの操作

手のひらツール H H

一時的に手のひらツー
ルを選択

スペースバー スペースバー

選択ツール V V

スナップショットツー
ル

G G

マーキーズームツール Z Z

ダイナミックズーム
ツールを一時的に選択
（マーキーズームツー
ルが選択されている場
合）

Shift Shift

一時的にズームアウト
（マーキーズームツー
ルが選択されている場
合）

Ctrl Option

オブジェクト選択ツー
ル

R R

オブジェクトデータ
ツール

O O

アーティクルツール A A

トリミングツール C C

リンクツール L L

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作

コンテンツをすべて選
択

Ctrl+A Command+A

コンテンツをすべて選
択解除

Ctrl+Shift+A Command+Shift+A

全体表示 Ctrl+0 Command+0
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PDFのナビゲーションに使用するショートカットキー

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作

ノート注釈ツール S S

テキスト注釈ツール E E

スタンプツール K K

ハイライトツール U U

ハイライト、下線、取
り消し線ツールの切り
替え

Shift+U Shift+U

矢印ツール D D

テキストボックスツー
ル

X X

ファイルを注釈として
添付

J J

ファイルを注釈として
添付、音声ファイル注
釈として添付、クリッ
プ画像をスタンプとし
て貼り付けツールの切
り替え

Shift+J Shift+J

注釈のフォーカスを移
動

Tab Tab

逆方向に注釈のフォー
カスを移動

Shift+Tab Shift+Tab

フォーカスがある注釈
のポップアップノート
を開く

Enter Return

ブラウザベースのレ
ビューで注釈を送受信

O O

オンラインに戻る I I

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作

前の画面 Page Up Page Up

次の画面 Page Down Page Down

開始ページ Home、
Shift+Ctrl+Page Upま
たは Shift+Ctrl+上向き
矢印

Home、
Shift+Command+上向
き矢印

最終ページ End、Shift+Ctrl+Page

Downまたは
Shift+Ctrl+下向き矢印

End、Shift+Command+

下向き矢印

前のページ 左向き矢印または
Ctrl+Page Up

左向き矢印または
Command+Page Up

次のページ 右向き矢印または
Ctrl+Page Down

右向き矢印または
Command+Page Down

前のビュー Alt+左矢印キー Command+左矢印

次のビュー Alt+右矢印キー Command+右矢印
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一般的なナビゲーションに使用するショートカットキー

前の文書（1つの文書
ウィンドウで複数の
PDFを開く）

Alt+Shift+左向き矢印 N/A

次の文書（1つの文書
ウィンドウで複数の
PDFを開く）

Alt+Shift+右向き矢印 N/A

スクロールアップ 上矢印 上矢印

スクロールダウン 下矢印 下矢印

スクロール（手のひら
ツールが選択されてい
る場合）

スペースバー スペースバー

ズームイン Ctrl+プラス記号 Command+プラス記号

ズームアウト Ctrl+ハイフン Command+ハイフン

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作

メニューバーの表示 /

非表示
F9 Shift+Command+M

メニューにフォーカス
を移動

F10 Control+F2

ブラウザでツールバー
にフォーカスを移動

Shift+F8 Shift+F8

開いている次の文書に
移動（フォーカスが文
書ウィンドウにある場
合）

Ctrl+F6 Command+F6

開いている前の文書に
移動（フォーカスが文
書ウィンドウにある場
合）

Ctrl+Shift+F6 Command+Shift+F6

現在の文書を閉じる Ctrl+F4 Command+F4

開いているすべての
ウィンドウを閉じる

Ctrl+Shift+W Command+Shift+W

次のタブ付きページま
たはパレットにフォー
カスを移動

F6 F6

前のウィンドウまたは
パネルにフォーカスを
移動

Shift+F6 Shift+F6

文書ウィンドウで次の
注釈、リンクまたは
フォームフィールドに
フォーカスを移動

Tab Tab

文書ウィンドウに
フォーカスを移動

F5 F5

文書ウィンドウで前の
注釈、リンクまたは
フォームフィールドに
フォーカスを移動

Shift+Tab Shift+Tab

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作
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ナビゲーションパネルで使用するショートカットキー

選択したツール、項目
（ムービーやしおりな
ど）またはコマンドを
アクティブにする

スペースバーまたは
Enter

スペースバーまたは
Enter

コンテキストメニュー
を開く

Shift+F10 Control+クリック

コンテキストメニュー
を閉じる

F10 Esc

手のひらツールまたは
選択ツールに戻る

Esc Esc

タブ付きダイアログ
ボックスで次のタブに
フォーカスを移動

Ctrl+Tab N/A

次の検索結果に移動し
て、文書内でハイライ
ト表示する

F3 F3または Command+G

テキストの選択（選択
ツールが選択されてい
る場合）

Shift+矢印キー Shift+矢印キー

次の単語、または前の
単語にカーソルを移動
（選択ツールが選択さ
れている場合）（欧文
のみ）

Ctrl+右向き矢印また
は左向き矢印

Command+右向き矢印
または左向き矢印

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作

ナビゲーションパネル
ウィンドウの表示と非
表示の切り替え

F4 F4

ナビゲーションパネル
ウィンドウを開いて
フォーカスを移動

Ctrl+Shift+F5 Command+Shift+F5

文書、メッセージ
バー、ナビゲーション
パネルの間でフォーカ
スを移動

F6 F6

アクティブなナビゲー
ションパネルの次のエ
レメントにフォーカス
を移動：ごみ箱、オプ
ションメニュー、ク
ローズボックス、パネ
ルの内容、パネルボタ
ン

Tab Tab

前または次のナビゲー
ションパネルに移動し
アクティブにする（パ
ネルボタンにフォーカ
スがある場合）

上向き矢印または下向
き矢印

上向き矢印または下向
き矢印

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作
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ヘルプウィンドウのナビゲーションに使用するショートカットキー

使い方パネルのナビゲーションに使用するショートカットキー

次のナビゲーションパ
ネルに移動しアクティ
ブにする（ナビゲー
ションパネルウィンド
ウ内にフォーカスがあ
る場合）

Ctrl+Tab N/A

現在のしおりを展開
（しおりパネルに
フォーカスがある場
合）

右向き矢印または
Shift+プラス記号

右向き矢印または
Shift+プラス記号

現在のしおりを閉じる
（しおりパネルに
フォーカスがある場
合）

左向き矢印またはマイ
ナス記号

左向き矢印またはマイ
ナス記号

すべてのしおりを展開 Shift+* Shift+*

選択したしおりを閉じ
る

スラッシュ（/） スラッシュ（/）

ナビゲーションパネル
の次の項目にフォーカ
スを移動

下矢印 下矢印

ナビゲーションパネル
の前の項目にフォーカ
スを移動

上矢印 上矢印

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作

ヘルプウィンドウを開
く

F1 F1または Command+?

ヘルプウィンドウを閉
じる

Ctrl+Wまたは Alt+F4 Command+Q

ナビゲーションパネル
とトピックパネル間で
フォーカスを移動

Ctrl+Tab N/A

パネル内で次のリンク
にフォーカスを移動

Tab N/A

パネル内で前のリンク
にフォーカスを移動

Shift+Tab N/A

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作

使い方パネルを開く /

閉じる
Shift+F4 Shift+F4

使い方パネルを開いて
フォーカスを移動

Shift+F1 Shift+F1

使い方トピックから使
い方ホームページに移
動

Home N/A

使い方パネルのエレメ
ントおよび使い方パネ
ルのヘッダ間でフォー
カスを移動

Ctrl+Tabまたは
Ctrl+Shift+Tab

N/A

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作
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使い方パネルのエレメ
ント間で順方向に
フォーカスを移動

Tab Tab

使い方パネルのエレメ
ント間で逆方向に
フォーカスを移動

Shift+Tab Shift+Tab

使い方パネルの表示履
歴で次のページに移動

右矢印 右矢印

使い方パネルの表示履
歴で前のページに移動

左矢印 左矢印

結果 Windowsでの操作 Macintoshでの操作
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